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登別市功労者表彰・登別市表彰

登別市功労者表彰

末す
え

永な
が　

弘こ
う

二じ

さ
ん

佐さ

さ々

木き

貞さ
だ

夫お

さ
ん

内う
ち

山や
ま　

雅ま
さ

義よ
し

さ
ん

永年にわたり町内会役
員として市政の発展と
振興に尽力

永年にわたり交通安全
指導員として交通事故
防止及び交通安全啓発
活動に尽力

永年にわたり交通安全
指導員として交通事故
防止及び交通安全啓発
活動に尽力

藤ふ
じ

枝え
だ　

政ま
さ

勝か
つ

さ
ん

伊い

清せ
い　

淳あ
つ

彦ひ
こ

さ
ん

髙た
か

橋は
し　

茂し
げ

樹き

さ
ん

永年にわたり体育団体
役員として体育の振興
に尽力

永年にわたり町内会長
として市政の発展と振
興に尽力されるととも
に民生委員児童委員と
して社会福祉の向上に
尽力

永年にわたり消防団員
として郷土防災の発展
と振興に尽力
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問い合わせ
総務グループ
（☎85１１３０）

登　別　市　表　彰

　登別市功労者表彰・登別市表彰は、永年にわたり登別市の行政
や社会福祉などに貢献され、市民の模範となる行いをされた方や
団体に対し、表彰を行うものです。
　このたびの受賞者は、市功労者表彰 6 人、市表彰17人 2 団体
（自治貢献表彰 7人、社会貢献表彰 8人、教育文化貢献表彰１人、
篤志貢献表彰１人１団体、善行表彰１団体）で、11月 3 日㈪の文
化の日に市民会館で表彰式が行われます。

教
育
文
化
貢
献
表
彰

社
会
貢
献
表
彰

自
治
貢
献
表
彰

善
行
表
彰

篤
志
貢
献
表
彰

多
年
に
わ
た
り
体
育
団
体
役
員
と
し
て
体

育
の
振
興
に
尽
力

藤ふ
じ

木き　

晴は
る

夫お

さん

多
年
に
わ
た
り
環
境
教
育
や
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
環
境
保
全
活
動
に

尽
力自

然
愛
好
グ
ル
ー
プ

　
　
　

ヨ
シ
キ
リ
の
会

公
共
用
地
と
し
て
土
地
を
寄
附
さ
れ
市
の

公
益
に
貢
献

故
山や

ま

崎ざ
き　

ハ
ナ
さん

多
額
の
金
員
を
寄
附
さ
れ
観
光
振
興
に
貢

献野
口
観
光
株
式
会
社

多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
交
通

事
故
防
止
及
び
交
通
安
全
啓
発
活
動
に
尽
力

土つ
ち

田だ

か
お
り
さん

多
年
に
わ
た
り
福
祉
団
体
会
長
と
し
て
社
会
福

祉
の
向
上
に
尽
力

窪く
ぼ

田た　

る
み
さん

多
年
に
わ
た
り
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と
し
て

介
護
認
定
制
度
の
運
営
に
尽
力

山や
ま

田だ　
　

淳じ
ゅ
んさん

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
社

会
福
祉
の
向
上
に
尽
力

萩は
ぎ

原わ
ら　

純じ
ゅ
ん

子こ

さん

村む
ら

井い

美み

保ほ

子こ

さん

多
年
に
わ
た
り
職
業
訓
練
協
会
役
員
と
し
て
市

内
経
済
の
振
興
に
尽
力

荒あ
ら

川か
わ　

昌ま
さ

伸の
ぶ

さん

多
年
に
わ
た
り
漁
業
協
同
組
合
役
員
と
し
て
水

産
振
興
に
尽
力

平ひ
ら

田た　

節せ
つ

子こ

さん

多
年
に
わ
た
り
学
校
医
と
し
て
児
童
の
健
康
管

理
並
び
に
学
校
環
境
衛
生
等
の
向
上
に
尽
力

國く
に

本も
と　

清き
よ

治は
る

さん

多
年
に
わ
た
り
町
内
会
等
役
員
と
し
て
市
政

の
発
展
と
振
興
に
尽
力

渋し
ぶ

谷や　
　

啓は
じ
めさん

石い
し

田だ　

金き
ん

藏ぞ
う

さん

佐さ

さ々

木き

史ふ
み

年と
し

さん

松ま
つ

原ば
ら　

憲の
り

康や
す

さん

鈴す
ず

木き　
　

進す
す
むさん

松ま
つ

下し
た　

二じ

郎ろ
う

さん

多
年
に
わ
た
り
婦
人
会
役
員
と
し
て
市
政
の

発
展
と
振
興
に
尽
力

西に
し

田だ

美み

枝え

子こ

さん
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か
ろ
や
か
体
操

筋肉の衰えが早いのは下半身

□つま先上げ
　（足腰強化の体操）

　筋肉の衰えは全身的にみられますが、『老化は足
から』と言われるように、下半身の方が衰えやすい
のです。
　筋力が衰えると、床からの立ち座りがつらくなり、
椅子中心の生活になっていきます。
　さらに、体の全体的な活動量の低下がみられ、
座っている時間が多くなる、歩くのがつらい、体が
重く感じる、つまずきやすくなる、階段がつらいなど、
膝の痛みが生じ、下半身の筋力の衰えに拍車がかか
ります。

つまずきの原因となる、すね
の筋肉を鍛えます。

①椅子に座り、足をそろえ、
　両膝を閉じます。
②すねの外側を意識して、つ
　ま先をしっかり上げます。

特
集

すずらんサークル きたこぶしサークル ラベンダークラブ
ことしの 5月から活動を
始めました。みんなで楽
しく体操をしています。

オリジナルの体操グッズ
を考案し、手づくりをし
て、楽しく体を動かして
います。

かろやか教室で習った体
操を中心に、健康につい
ての情報交換などをして、
和やかに活動しています。

結成１年目結成２年目結成２年目
　

か
ろ
や
か
教
室
を
卒
業
し
た
方
が
、
自
主

的
に
体
操
を
継
続
し
て
お
り
、
現
在
は
10
会

場
18
教
室
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

か
ろ
や
か
卒
後
教
室
は
、
か
ろ
や
か
教
室

で
習
っ
た
内
容
を
基
に
、
教
室
ご
と
に
工
夫

し
た
活
動
に
取
り
組
み
、
仲
間
づ
く
り
や
外

出
の
機
会
の
確
保
、
体
操
の
継
続
な
ど
に
よ

り
介
護
予
防
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
卒
後
教
室
で
独
自
に
工
夫
し
、

活
動
し
て
い
る
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

年
齢
と
と
も
に
衰
え
や
す
く
、
膝
痛
な
ど

の
原
因
と
な
る
筋
力
を
維
持
・
増
進
す
る
足

腰
強
化
の
体
操
や
、
口
の
健
康
を
保
つ
唾
液

腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
口
腔
体
操
、
脳
を
活

性
化
さ
せ
認
知
症
を
予
防
す
る
指
体
操
な
ど

を
総
称
し
た
も
の
を
『
か
ろ
や
か
体
操
』
と

い
い
ま
す
。
か
ろ
や
か
体
操
を
す
る
こ
と
で
、

あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
健
康
づ
く
り
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

寝
た
き
り
に
な
ら
ず
に
、
元
気
に
自
立
し

て
生
活
で
き
る
期
間
の
こ
と
を
『
健
康
寿
命
』

と
い
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
の
健
康
寿
命
は
、
男
性
が
71
・

19
歳
、
女
性
が
74
・
21
歳
。
平
均
寿
命
と
比

べ
る
と
、
男
性
で
9
・
02
歳
、
女
性
で
12
・

4
歳
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
約
10
年
の
期
間
は
、
思
う

よ
う
に
歩
け
な
い
、
家
事
が
で
き
な
い
な
ど
、

要
介
護
状
態
と
な
り
自
力
で
は
生
活
し
に
く

く
な
っ
た
り
、
寝
た
き
り
状
態
と
な
っ
た
り

し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。

か
ろ
や
か
卒
後
教
室

『
か
ろ
や
か
体
操
』
っ
て

 
何
だ
ろ
う
？

『
健
康
寿
命
』
っ
て

 

何
だ
ろ
う
？

か
ろ
や
か
体
操
で

　
　

健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
！

　

市
の
高
齢
化
率
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
そ
の
割
合
が
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に
は
１
人
１
人
が
健
康
で
い
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
市
は
、
『
か
ろ
や
か
教
室
』
を
開
き
、
『
か
ろ
や
か
体
操
』
を
皆
さ
ん
に
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。
体
に
大
き
な
負
担
を
か
け
ず
に
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
『
か
ろ
や
か
体

操
』
で
健
康
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

4 かろやか体操で健康寿命を延ばしましょう！

かろやか体操で
健康寿命を延ばしましょう！

特
集



65 70 75 80 85 90

平均寿命と健康寿命の差

女
性

男
性

平均寿命 86.61

74.21

平均寿命 80.21

71.19

12.4歳

9.02歳

実
践
そ
の
１

最も筋肉の
衰えが目立つのは
太もも
　特に衰えやすいのが
膝の痛みに関係する、
太もも前の筋肉です。
　太もも前の筋肉が弱
ると膝に負担がかかり、
膝の痛みや変形性膝関
節症につながります。

□ひざ伸ばし
　（足腰強化の体操）
太もも前の筋肉を鍛えます。

①椅子に深く腰かけ、膝を閉じます。
②片方のつま先を引き上げます。
③膝裏で椅子を押し付けるように、
　膝を伸ばします。
④つま先を外側に向けます。

□スクワット
　（足腰強化の体操）
お尻や太ももなど下半身の筋肉を鍛えます。

①椅子に浅く腰かけます。
②足を肩幅に開き、膝とつま先の向きをそろえます。
③膝の下につま先がくるように足を引き、膝に手を
　のせます。
④ゆっくり立ち上がります。座るときは、できるだ
　けお尻を突き出すようにゆっくり座ります。

（歳）

たんぽぽ にこにこクラブ みどり会 わかばサークル なかよしクラブ
かろやか体操のほかに、
ラジオ体操やお手玉、あ
やとりをして、仲良く活
動しています。

かろやか体操をしながら
仲良くお話をして、いろ
いろな情報を交換してい
ます。

かろやか体操のほかにも、
アイデアを出し合って、
参加者が普段行っている
体操を教え合っています。

近所に住む方が多く、手
づくりレクなども行い、
和気あいあいと協力して
活動しています。

参加者が知った新しい体
操やお花見・食事会を行
ったりして、楽しく活動
しています。

結成２年目結成２年目結成２年目結成２年目結成３年目

　

登
別
市
の
高
齢
化
率
は
31
・
5
％
（
平
成

26
年
8
月
末
現
在
）
で
、
市
民
の
約
3
人
に

１
人
が
65
歳
以
上
と
な
り
ま
す
。
全
道
の
高

齢
化
率
26
・
8
％
（
平
成
26
年
１
月
１
日
現

在
）
と
比
べ
、
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
た
め
に
は
、

① 

運
動
・
食
事
な
ど
の
生
活
習
慣
に
注
意
し
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

② 

地
域
で
の
人
び
と
と
の
交
流
の
中
で
健
康

づ
く
り
に
励
む

と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
毎
日
の
健
康
づ
く
り
が
健
康
寿

命
の
延
伸
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
は
、
65
歳
以
上
の
方
が
介
護
を
必
要
と

せ
ず
、
元
気
に
自
分
ら
し
く
生
活
し
て
い
け

る
よ
う
、
か
ろ
や
か
体
操
を
普
及
啓
発
し
て

い
ま
す
。
か
ろ
や
か
体
操
を
行
っ
て
、
健
康

寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

登
別
市
の

 

高
齢
化
率
っ
て
？

5 かろやか体操で健康寿命を延ばしましょう！

かろやか体操で
健康寿命を延ばしましょう！

特
集



か
ろ
や
か
体
操

実
践
そ
の
２

口の渇きは改善できます
　口が渇くようになったというこ
とはありませんか。年齢とともに
唾液の分泌量が減り、ドライマウ
ス（口腔乾燥症）の方が多くなり
ます。
　唾液には、『消化を助ける』、
『免疫力を高める』など、多くの
大切な働きがあります。
　唾液腺のマッサージや舌・口の
周りの筋肉を動かすことで唾液を
分泌させ、口の渇きを改善するこ
とができます。

□唾液腺マッサージ②
　（口腔体操）
•親指をあごの骨の内側の軟
　らかい部分にあて、耳の下
　からあごの下までを順番に
　押します。（顎下腺）
•あごの下（舌の下）に両手
　の親指をあて、下から上へ
　押し上げるようにします。
　（舌下腺）

□唾液腺マッサージ①
　（口腔体操）
指全体で、耳の前、ほお骨
の少し下を、後ろ
から前へ円を描く
ようにマッサージ
します。（耳下腺）

□舌を動かす
　（口腔体操）
口を大きく開け、舌を
「べー」と、できるだ
け外へ出します。
舌の先を、くちびるの
内側（頬と歯ぐきの間）
に沿ってまわします。
ゆっくりと動かし、右
回り、左回りの両方を
行いましょう。

美人草サークル さわやかサークル 和教室 ハッピーフレンズ ななかまど

場
所
・
日
時

•
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

 

11
月
11
日
㈫
、
25
日
㈫
、
12
月
9
日
㈫

　

10
時
〜
12
時

•
鷲
別
公
民
館

11
月
14
日
㈮
、
28
日
㈮
、
12
月
12
日
㈮

10
時
〜
12
時

•
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

11
月
4
日
㈫
、
18
日
㈫
、
12
月
2
日
㈫
、

16
日
㈫
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

持 

ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
上
履
き
（
若

草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー
の
み
）

※
月
１
・
2
回
、
通
年
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

※ 

平
成
27
年
１
月
以
降
の
日
程
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
・
介
護
グ
ル
ー
プ

 

（
☎
85
5
7
2
0
）

65
歳
以
上
の
方
へ

　
 

か
ろ
や
か
教
室
に

　
 

参
加
し
ま
せ
ん
か

結成５年目 結成４年目 結成４年目結成５年目結成６年目

お手玉遊び、温泉や食事
会などの行事も取り入れ
ています。室内ウオーキ
ングを行っています。

集まりのときには、みん
なで楽しくお話をしなが
ら、かろやか体操を行っ
ています。

かろやか体操や歌、ゲー
ムなどを行っています。
月に１度、いろいろな場
所をウオーキングします。

近所に住む方が多く、か
ろやか体操をしながら仲
良く活動をしています。

かろやか体操のほかに、
昔ながらのお手玉遊びは、
全身を動かせるよい運動
となっています。

▲かろやか教室の様子

6 かろやか体操で健康寿命を延ばしましょう！

かろやか体操で
健康寿命を延ばしましょう！

特
集



か
ろ
や
か
体
操

実
践
そ
の
３

認知症は
予防できます
　認知症は発症を予防し、進
行を遅らせることができる可
能性があります。
　指先を動かすと、脳全体の
血流が良くなります。左右で
違う動きをするなど、少し難
しいことをすると効果的です。

□１人ジャンケン
　（指体操）
右手で出したものに対して、
左手は勝つものを出します。
右手が『グー』なら、左手は
『パー』となります。

□三角と四角
　（指体操）
空中に、右手で三角、
左手で四角を同時に
書きます。

□指折り数える
　（指体操）
手のひらを外側に向け、
右手の親指を先に折った
状態で、指折り10数えて
いきます。

① ②

元気クラブ のびのびサークル 新寿の家健康サークル ひまわりサークル コスモスサークル

対
象　

10
〜
30
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ

時
間　

最
長
2
時
間

内
容　

• 

か
ろ
や
か
体
操

• 

脳
活
性
化
の
指
体
操

• 

タ
オ
ル
や
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
体
操

• 

体
力
測
定

• 

健
康
相
談

• 

健
康
講
話
（
認
知
症
予
防
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
な
ど
）

• 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

※
内
容
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
・
介
護
グ
ル
ー
プ

 

（
☎
85
5
7
2
0
）

出
張
か
ろ
や
か
教
室

　
 

町
内
会
や
サ
ロ
ン

　

 
に
市
職
員
が
出
向

　

 
き
、
か
ろ
や
か
体

　

 

操
を
行
い
ま
す

結成６年目結成７年目結成７年目結成８年目結成８年目

かろやか体操のほかに、
ラジオ体操や手遊びを行
っています。年に１回、
食事会も開いています。

かろやか体操のほか、お
花見・新年会などを企画
しながら、楽しく活動し
ています。

かろやか体操のほか、い
ろいろなレクリエーショ
ンをみんなで行いながら、
楽しく活動しています。

かろやか体操を行った後
は、影絵やビンゴゲーム、
折り紙、百人一首などの
レクを行っています。

かろやか教室で習った体
操のほか、ラジオ体操や
レクダンスを教え合って
体を動かしています。

▲出張かろやか教室の様子
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　第 3期基本計画は、平成27年度、パブリックコメント（意見公募）の実施などを経て、平成27年第 4回
市議会定例会に提案する予定です。

組
織
と
し
て
、
福
祉
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど

6
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
た
部
会
（
『
ぬ
く

も
り
』
、
『
防
災
・
環
境
』
、
『
産
業
躍

動
』
、
『
都
市
調
和
』
、
『
育
み
』
、

『
ま
ち
づ
く
り
』
）
を
設
置
し
、
市
民
と

市
職
員
が
協
働
で
策
定
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

市
民
検
討
委
員
会
で
は
、
平
成
27
年
3

月
を
目
途
に
第
3
期
基
本
計
画
の
提
言
を

市
に
提
出
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後

も
継
続
し
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

市
民
検
討
委
員
会
と
各
部
会
の
会
議
録

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

総
合
計
画
第
3
期
基
本
計
画
（
平
成
28

年
度
〜
平
成
37
年
度
）
は
、
市
職
員
に
よ

る
庁
内
検
討
委
員
会
の
ほ
か
、
市
民
に
も

主
体
的
に
計
画
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
団
体
か
ら
の

推
薦
や
公
募
で
決
定
し
た
41
人
の
市
民
に

よ
る
市
民
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
市
民

と
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
市
に
必
要

な
施
策
な
ど
を
議
論
す
る
な
ど
、
広
く
市

民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
策
定
し
ま
す
。

　

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
委
員
会
の
下
位

　

お
お
よ
そ
50
年
後
の
ま
ち
の
あ
る
べ
き
姿
に
向
け
た
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
し
て
、
平
成
8
年
に
策
定
し
た
『
登
別
市
総
合
計
画
』
。
総
合
計
画
に
は
、

基
本
構
想
と
し
て
市
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
こ
の
実

現
に
向
け
、
市
は
10
年
ご
と
に
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
現
在
、
市
民
や
市
職
員
が
協
働
で
進
め
て
い
る
総
合
計
画
第
3
期

基
本
計
画
策
定
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広
く
市
民
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
策
定

ま
ち
の
将
来
を
市
民
と

市
職
員
が
と
も
に
考
え
る

〜
登
別
市
総
合
計
画
第
３
期
基
本
計
画
の
策
定
〜

庁内検討委員会と市民検討委員会の関係

【庁内検討委員会】
部会

●市職員（次長と主幹職）により構成
　▶ぬくもり部会　▶防災・環境部会
　▶産業躍動部会　▶都市調和部会
　▶育み部会　　　▶まちづくり部会

検討事項
● 各部会において、人口推計や各地区連合町内
会からのアイデア資料など、さまざまな資料
を用い、計画の文案の作成を行います。
● 各部会の部会長と副部会長は、庁内検討委員
会に対比する市民検討委員会の部会に出席し、
市民とともに対等な立場で素案づくりに取り
組みます。

今後の取り組み
● 市民検討委員会各部会の議論を踏まえ、体系
図の修正などを庁内検討委員会各部会で検討
し、市民検討委員会の提言を受け、計画素案
を作成します。

【市民検討委員会】
部会

● まちづくりに積極的な団体からの推薦や公募
により決定した市民で構成（庁内検討委員会
と同じ 6つの部会）

検討事項
● 市の提案する第 3期基本計画体系図案につい
て、市民が主体的に検討し、第 3期基本計画
に盛り込むべきまちづくりについて提言しま
す。

● 市民は庁内検討委員会と同じ資料を用い、単
に事業の要望などにならないよう、今後、登
別市が住みよいまちになるために、なぜその
施策が必要なのか、理由も検討します。

今後の取り組み
● 平成27年 3 月を目途に、各部会で議論した市
民の思いを提言としてまとめ、市長に提出し
ていただきます。

市 役 所 市民と市職員が対等な立場で議論し策定 市　　民
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せ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

◎ 

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
市
が
作
成
し
た

計
画
案
に
市
民
か
ら
了
承
を
も
ら
う
よ

う
な
手
法
で
は
な
く
、
市
民
と
市
職
員

が
同
じ
資
料
を
使
用
し
、
共
に
時
間
を

か
け
な
が
ら
、
対
等
な
立
場
で
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
議
論
を
進
め
て
い
ま

す
。

◎ 

市
民
か
ら
提
案
す
る
施
策
は
、
そ
の
実

現
に
向
け
た
方
法
な
ど
も
併
せ
て
提
案

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
市

民
も
責
任
を
持
っ
た
発
言
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

◎ 

市
民
検
討
委
員
会
の
各
部
会
に
参
加
す

る
市
職
員
は
、
市
民
の
施
策
提
言
な
ど

に
疑
問
が
あ
れ
ば
、
そ
の
場
で
実
現
に

向
け
た
手
法
な
ど
の
考
え
も
求
め
る
な

ど
、
市
民
と
対
等
な
立
場
で
積
極
的
な

議
論
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　札幌の大学を卒業後、生まれ育った登別市に戻って
きました。自分を育ててくれた地域のため何かできな
いかと、登別青年会に入って活動しています。市民検
討委員会には、登別市の将来のまちづくりを議論する
大切な機会と聞き参加しました。
　市民や市職員と議論する場への参加は初めてですが、
市民が思ったことを率直に話し、市職員も本音で語っ
てくれるので、会議は発言しやすい雰囲気で進行して
います。
　まちづくり部会での議論を通し、まちの活性化のた
めには高齢者の施策だけではなく、若者の定住に向け
た施策も必要なことだと感じています。
　第 3期基本計画を登別市
発展の新たな一歩となる計
画とするため、自分もでき
る限り関わっていきたいと
思います。

　10年前、第 2期基本計画（平成18年度～平成27年度）
の策定にも関わりました。
　前回は、市が提示した計画案を、数回の会議を経て
市民が了承する形でしたが、今回は、基本計画策定の
目標に向かい、市民と市職員がまちの現状や思いを共
有しながら、市民も要望するだけではなく、市職員と
一緒に実現の手法を検討するなど、部会の参加者全員
が各自の知識と経験を基に議論の主役になっています。
　防災・環境部会では、高齢化が進む中、登別市の向
こう10年間の防災対策や環境保全などはどうあるべき
か、春から既に約10回、市民と市職員が時間を忘れ白
熱した議論を行っていて、これからも議論は続きます。
　この基本計画策定の取り
組みや議論が、市民と行政
による協働のまちづくりの
新しい形になることを期待
しています。

◎ 

今
後
想
定
さ
れ
る
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
な
ど
、
市
を
取
り
巻
く
状
況
を

し
っ
か
り
と
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
人
が
少
な
く
な
る
か
ら
と
い
っ

て
事
業
を
縮
小
す
る
の
で
は
な
く
、
ど

の
よ
う
な
事
業
に
重
点
を
置
く
必
要
が

あ
る
か
な
ど
を
十
分
検
討
し
て
、
『
こ

れ
か
ら
も
登
別
市
で
暮
ら
し
た
い
』
、

『
登
別
市
に
住
ん
で
み
た
い
』
と
思
え

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

◎ 

市
民
検
討
委
員
会
は
、
市
民
が
行
政
に

要
望
を
す
る
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市

民
は
市
が
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ

と
を
し
っ
か
り
区
別
し
て
議
論
す
る
こ

と
が
必
要
で
、
市
も
市
民
の
声
を
聴
く

だ
け
で
な
く
、
実
現
に
向
け
た
課
題
を

市
民
と
と
も
に
考
え
る
な
ど
、
前
向
き

な
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

◎ 
市
民
検
討
委
員
会
の
各
部
会
は
、
１
部

会
当
た
り
6
人
か
ら
9
人
ま
で
の
市
民

に
よ
り
構
成
し
、
部
会
の
会
議
に
は
、

庁
内
検
討
委
員
会
部
会
の
部
会
長
、
副

部
会
長
、
事
務
局
の
職
員
が
必
ず
出
席

し
、
市
民
と
市
職
員
が
直
接
顔
を
合
わ

登別市の新たな一歩と
なる計画に

市民と市職員が白熱し
た議論を展開

市民検討委員会
まちづくり部会

部会員　成
なり

田
た

 育
いく

磨
ま
さん

市民検討委員会
防災・環境部会

部会長　江
え

口
ぐち

 武
たけ

利
とし
さん

基
本
計
画
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

市
民
も
市
職
員
も

対
等
な
立
場
で
議
論

第３期基本計画に
関する問い合わせは
企画調整
グループ
☎85１１２２
思85１１０８

Ｅメール：kikaku@
city.noboribetsu.lg.jp

▲まちづくり部会▲防災・環境部会
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』、

れ
ま
す
。
な
お
、
既
存
施
設
が
認
定
こ
ど

も
園
に
移
行
す
る
た
め
に
は
、
一
定
の
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※ 

認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
と
保
育
所

の
役
割
を
併
せ
持
ち
、
未
就
学
児
に
幼

児
教
育
と
保
育
を
提
供
し
、
地
域
の
子

育
て
支
援
を
行
う
施
設
で
、
保
護
者
の

就
労
状
況
に
関
わ
ら
ず
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

③ 

小
さ
な
規
模
の
保
育
事
業
を
対
象
と
し

た
財
政
支
援

　

こ
れ
ま
で
、
認
可
外
と
さ
れ
て
き
た
定

員
20
人
未
満
の
小
さ
な
規
模
で
行
う
『
小

規
模
保
育
事
業
』
、
『
家
庭
的
保
育
事
業

『
事
業
所
内
保
育
事
業
』
、
『
居
宅
訪
問

型
保
育
事
業
』
は
、
市
の
認
可
事
業
と
な

り
、
新
た
な
給
付
制
度
（
地
域
型
保
育
給

付
）
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

④ 

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
の
充
実

　

教
育
・
保
育
施
設
を
利
用
す
る
子
ど
も

の
い
る
家
庭
だ
け
で
な
く
、
自
宅
で
子
育

て
を
行
う
家
庭
を
含
む
『
全
て
の
子
育
て

家
庭
』
を
対
象
と
し
て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
、
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
事
業
（
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
）
な
ど
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。

① 

幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
を
行
う
施

設
に
対
す
る
財
政
支
援
の
一
本
化

　

こ
れ
ま
で
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ

ど
も
園
な
ど
へ
の
公
的
な
財
政
支
援
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
基
づ
い
て
個
別
に
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
新
た
に
共
通
の
給

付
制
度
（
施
設
型
給
付
）
が
創
設
さ
れ
ま

す
。

②
認
定
こ
ど
も
園
の
普
及
促
進

　

幼
児
教
育
と
保
育
を
一
体
的
に
提
供
す

る
『
認
定
こ
ど
も
園
』
の
普
及
が
促
進
さ

　

平
成
27
年
4
月
１
日
か
ら
運
用
が
始
ま

る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
は
、
幼

児
期
の
質
の
高
い
学
校
教
育
・
保
育
の
総

合
的
な
提
供
、
保
育
の
量
的
拡
大
と
確
保
、

地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
制
度
で
は
、
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
市
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
子

育
て
中
の
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上

で
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を

策
定
し
、
計
画
的
な
事
業
な
ど
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

平成27年度から
子ども・子育て支援新制度が始まります
　全ての子どもが笑顔で成長できるように、また、子育て
をしている全ての家庭が安心して子育てできるように、子
育て支援の仕組みが変わります。
　今号では、『子ども・子育て支援新制度』の概要や市の
取り組みなどについてお知らせします。

１　

新
制
度
の
目
的

２　

新
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
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②
保
育
の
利
用
時
間

　

2
号
・
3
号
認
定
の
方
は
、
『
保
育
の

必
要
量
』
に
よ
っ
て
、
保
育
の
利
用
時
間

の
上
限
が
異
な
り
ま
す
。

• 

『
保
育
標
準
時
間
』
利
用
…
保
護
者
の

フ
ル
タ
イ
ム
就
労
を
想
定
し
た
利
用
時

間
（
最
長
11
時
間
）

• 

『
保
育
短
時
間
』
利
用
…
保
護
者
の

パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
を
想
定
し
た
利
用

時
間
（
最
長
8
時
間
）

③
保
育
を
必
要
と
す
る
基
準

　

保
育
を
必
要
と
み
な
す
認
定
（
2
号
・

3
号
認
定
）
を
受
け
る
事
由
に
、
『
保
護

者
が
求
職
活
動
中
・
就
学
中
の
場
合
』
、

『
虐
待
や
家
庭
内
暴
力
を
受
け
て
い
る
、

ま
た
は
再
び
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
』
、

『
育
休
中
の
継
続
利
用
が
必
要
な
場
合
』

が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

市
は
、
新
制
度
の
開
始
に
向
け
て
、
平

成
26
年
9
月
に
、
『
新
制
度
の
財
政
支
援

の
対
象
と
な
る
施
設
の
運
営
に
関
す
る
基

準
』
、
『
市
が
認
可
す
る
こ
と
と
な
る
小

さ
な
規
模
の
保
育
事
業
の
設
備
・
運
営
に

関
す
る
基
準
』
、
『
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
設
備
・
運
営
に
関
す
る
基
準
』
を
条
例

で
定
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
、
新
制
度
に
基
づ
き
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
施
策
を
市
の
実
情
を
踏

ま
え
て
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、
平

成
27
年
度
か
ら
5
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
『
登
別
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
』
の
策
定
に
向
け
た
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
保
護
者
の
代
表
、

子
育
て
支
援
関
係
者
、
教
育
・
保
育
の
関

係
者
な
ど
か
ら
な
る
『
登
別
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
』
を
設
置
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
や
視
点
か
ら
調
査
審
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。

料
に
つ
い
て
従
来
ど
お
り
の
運
営
を
続

け
る
幼
稚
園
に
分
か
れ
ま
す
。
従
来
ど

お
り
の
運
営
を
続
け
る
幼
稚
園
を
利
用

す
る
際
は
、
『
認
定
』
を
受
け
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
利
用
予
定
の
幼
稚
園
に
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

• 

保
育
所
…
新
制
度
に
移
行
し
『
認
定
』

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
利
用

手
続
き
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。

① 

幼
稚
園
や
保
育
所
な
ど
を
利
用
す
る
際

の
手
続
き

　

幼
稚
園
や
保
育
所
な
ど
を
利
用
す
る
際

は
、
『
認
定
』
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

• 

幼
稚
園
…
平
成
27
年
度
か
ら
新
制
度
に

移
行
す
る
幼
稚
園
と
、
手
続
き
や
保
育

４　

新
制
度
に
お
け
る
市
の
取
り
組
み

これまでの市の取り組み　～子育てに関する制度～

問
い
合
わ
せ

子
育
て
グ
ル
ー
プ

（
☎
85
５
６
３
４
）

３　

新
制
度
で
変
わ
る
主
な
ポ
イ
ン
ト

○児童手当
▶ 対象　中学校修了前までの児
童を養育している世帯

▶月額
• 3歳未満　 1万5,000円
• 3 歳～小学生　 1万円（第 3
子以降は 1万5,000円）
•中学生　 1万円
※ 養育者の所得が一定額以上の
ときは一律5,000円。

○特別児童扶養手当
▶ 対象　心身に政令で定める程
度の障がいのある20歳未満の
児童を養育している世帯

▶月額
• 重度の障がいのある児童　
　 4万9,900円
•中度の障がいのある児童　
　 3万3,230円
※ 養育者の所得が一定額以上の
ときは支給されません。

○児童扶養手当
▶ 対象　18歳（心身に政令で定
める程度の障がいのある児童
は20歳）になる年度末までの
児童を養育しているひとり親
世帯
▶月額
• 4万1,020円
• 第 2 子は5,000円、第 3 子以
降は3,000円を加算
※ 養育者の所得が一定額以上の
ときは減額、または支給され
ません。

○災害遺児手当
▶ 対象　父母または父母のいず
れかが災害（交通事故、労働
災害を含む）により死亡また
は重度の障がいの状態になっ
た、小・中学校に在学する児
童がいる世帯
▶ 月額　児童１人につき 1万円

新制度での認定区分

認定区分 対象 利用対象
施設

1 号認定
満 3歳以上で、保育
を必要としない子ど
も

幼稚園など

2号認定 満 3歳以上で、保育
が必要な子ども 保育所など

3号認定 満 3歳未満で、保育
が必要な子ども 保育所など
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評
価
』
は
、
『
満
足
』
が
51
・
8
㌫
、

『
不
満
』
が
48
・
3
㌫
で
し
た
。
こ
の
数

字
だ
け
を
見
る
と
、
女
性
が
活
躍
す
る
社

会
を
支
え
る
環
境
は
、
ま
だ
ま
だ
十
分
な

水
準
に
達
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
第
１
回
の
調
査
時
と
比
較
す

る
と
、
各
項
目
で
夫
の
家
事
労
働
が
増
え

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
族
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ

い
て
の
意
識
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
も
う

か
が
え
ま
す
。
例
え
ば
、
『
親
の
介
護
は

家
族
が
担
う
べ
き
だ
』
と
の
考
え
に
賛
成

の
人
は
、
第
2
回
調
査
で
74
・
8
㌫
で
し

た
が
、
今
回
調
査
で
は
56
・
7
㌫
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
介
護
保
険
制
度

の
導
入
や
、
そ
れ
に
伴
う
介
護
施
設
の
増

加
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を
利
用
し
よ
う
と
す

る
家
庭
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

政
府
が
成
長
戦
略
の
中
核
と
し
て
掲
げ

る
、
『
女
性
が
活
躍
す
る
社
会
』
を
実
現

す
る
た
め
の
環
境
整
備
は
で
き
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
平
成
11
年
6
月
で

す
。
そ
れ
か
ら
15
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

そ
の
間
、
社
会
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
る
で
し
ょ
う
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に

よ
る
全
国
家
庭
動
向
調
査
が
、
平
成
5
年

か
ら
5
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
25
年
7
月
に
行
わ
れ
た
5
回
目
の
調
査

に
よ
る
と
、
『
夫
の
家
事
に
対
す
る
妻
の

労
働
の
抑
制
、
柔
軟
な
働
き
方
の
促
進
な

ど
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進

す
る
た
め
、
新
し
い
労
働
モ
デ
ル
の
確
立

や
労
働
法
制
の
総
合
的
な
議
論
な
ど
、
雇

用
環
境
の
整
備
を
進
め
る
も
の
で
す
。
子

育
て
に
関
わ
る
社
会
基
盤
整
備
の
観
点
か

ら
、
待
機
児
童
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン
も
展

開
し
ま
す
。

　

一
つ
一
つ
の
施
策
は
、
こ
れ
ま
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

同
提
言
は
女
性
の
活
躍
促
進
を
中
心
に
据

え
て
全
て
の
施
策
を
互
い
に
結
び
付
け
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
女
性
の
力
を

発
揮
さ
せ
よ
う
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。

促
進
に
取
り
組
む
企
業
に
対
し
、
助
成
金

制
度
や
税
制
上
の
措
置
の
活
用
な
ど
に
よ

る
支
援
を
充
実
さ
せ
る
も
の
で
す
。

② 

女
性
の
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し

た
活
躍
支
援
策

　

女
性
の
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
に
お

け
る
継
続
就
業
に
向
け
た
支
援
を
行
う
と

い
う
内
容
で
、
中
小
企
業
の
『
育
休
復
帰

支
援
プ
ラ
ン
（
仮
称
）
』
の
策
定
支
援
や
、

各
種
助
成
制
度
の
創
設
を
は
じ
め
、
女
性

が
再
就
職
に
向
け
て
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
す

る
機
会
を
提
供
し
、
男
性
の
家
事
・
育
児

な
ど
へ
の
参
画
を
進
め
る
も
の
で
す
。

③ 

男
女
が
共
に
仕
事
と
子
育
て
・
生
活
を

両
立
で
き
る
環
境
の
整
備

　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
や
長
時
間

　

内
閣
が
掲
げ
る
成
長
戦
略
で
は
、
女
性

の
活
躍
が
中
核
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
平
成
25

年
2
月
に
発
足
し
た
若
者
・
女
性
活
躍
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
『
我
が
国
の

若
者
・
女
性
の
活
躍
推
進
の
た
め
の
提
言
』

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

① 

女
性
の
活
躍
促
進
や
仕
事
と
子
育
て
等

の
両
立
支
援
に
取
り
組
む
企
業
に
対
す

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
等

　

女
性
が
結
婚
・
出
産
と
と
も
に
離
職
し

た
り
非
正
規
雇
用
に
移
っ
た
り
す
る
と
い

う
状
況
の
解
消
や
、
女
性
の
管
理
職
登
用

　

平
成
11
年
の
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
制
定
か
ら
15
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
し

て
近
年
、
社
会
の
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
女
性
も
男
性

も
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
意
識
改

革
を
行
う
と
と
も
に
、
新
し
い
制
度
に
関
心
を
持
ち
、
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

変
わ
り
ゆ
く
仕
事
と
く
ら
し

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て

あ
な
た
も
私
も
自
分
ら
し
く

問い合わせ
市民サービスグループ
 （☎85２１３９）

国
が
目
指
す
男
女
共
同
参
画
の
す
が
た

 

〜
女
性
が
輝
く
社
会
を
〜

女
性
が
活
躍
す
る
た
め
の

環
境
整
備
に
向
け
て
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①企業に対するインセンティブ付与等
▶助成金制度や税制上の措置の活用による
　支援
▶個別企業の役員・管理職などの登用へ働
　きかけ
▶企業における女性の登用状況の開示促進
　など

②妊娠・出産・子育て期における継続就業に向けた支援
▶子どもが3歳になるまで希望する男女が育児休業や短時
　間勤務を取得しやすいよう職場環境整備を働きかけ
▶育児休業中・復職後の能力アップに取り組む企業への助
　成制度の創設など

③仕事と子育て等を両立できる
　環境の整備
▶在宅勤務の普及に向けた新たな
　モデル確立のための実証事業
▶労働時間法制について、審議会
　で労使による総合的な議論
▶待機児童解消加速化プランによ
　る保育の受け皿の確保
▶働き方の選択に関して中立的な
　税制・社会保障制度の検討など

学生や社会人のキャリア形成支援
▶キャリア教育の推進
▶理系分野を目指す女子中・高校生への支
　援など

起業等チャレンジに向けた支援
▶ビジネスコンテストの活用などに
　よる起業・創業等支援
▶女性農業経営者への支援
▶融資等資金調達や経営ノウハウの
　支援など

再就職に向けた支援
▶子育て等でブランクのある女性の
　スキルアップ支援
▶マザーズハローワークの拡充
▶母子家庭の母等への就業支援など

進路選択

継続就業

再就職など
入社

離職

結婚・出産・育児

は
、
少
し
ず
つ
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

国
は
、
幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
や

地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
な
ど
を
総

合
的
に
推
進
し
、
子
育
て
環
境
の
整
備
を

推
進
す
る
た
め
、
平
成
27
年
4
月
に
『
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
』
を
施
行
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
男

女
の
就
業
を
取
り
巻
く
現
状
や
家
族
の
形
、

産
業
、
就
業
ス
タ
イ
ル
、
個
人
・
社
会
生

活
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
け
る
条
件
の
変

化
に
よ
り
、
制
度
の
検
討
や
実
施
を
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

各
自
治
体
は
、
同
制
度
に
合
わ
せ
て
事

業
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
は
、
同
制
度

の
施
行
に
向
け
、
専
門
会
議
を
発
足
さ
せ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
0
歳
か
ら
12
歳
児

の
保
護
者
に
実
施
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
の
結

果
を
も
と
に
、
『
登
別
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
』
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。
活
動
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
が
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
子
育

て
支
援
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
国
や
自
治
体
の
施
策
の
策

定
も
、
女
性
が
結
婚
・
出
産
後
に
働
き
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け

た
大
切
な
取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
『
男
の
子
は
男
ら
し
く
、
女

の
子
は
女
ら
し
く
育
て
る
べ
き
だ
』
に
賛

成
の
人
も
、
第
１
回
調
査
の
80
・
4
㌫
か

ら
67
・
2
㌫
へ
と
低
下
し
て
い
ま
す
。

　

15
年
前
ま
で
は
、
『
介
護
を
担
う
家
族
』

の
多
く
が
女
性
で
あ
り
、
『
女
性
は
家
事
・

育
児
に
専
念
す
べ
き
だ
』
と
い
う
考
え
が

多
数
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

決
し
て
十
分
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
女

性
が
社
会
に
出
て
活
躍
す
る
た
め
の
環
境

登
別
市
が
取
り
組
む

『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
』

家族に関する意識の変化

女性の活躍促進に向けた施策

内閣府『我が国の若者・女性の活躍推進のための提言』から引用

13 変わりゆく仕事とくらし
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文
化
や
教
育
・
福
祉
の
充
実
を
重
点
施
策
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
市
の
強
い
要

請
を
受
け
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
が
開
校
し
た
の
は
昭
和
57
年
4
月
。

　

以
来
、
夢
を
持
ち
、
そ
の
道
の
プ
ロ
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の
、
専
門
知
識
と
技
術

を
修
め
た
多
く
の
若
者
た
ち
を
札
内
の
大
地
か
ら
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
の
学
科
や
進
学
、
就
職
活
動
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問い合わせ
日本工学院北海道専門学校
（☎88０８８８）

　

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
は
、
多

く
の
国
家
資
格
の
認
定
校
で
す
。
卒
業
と

同
時
ま
た
は
実
務
経
験
を
積
む
こ
と
で
資

格
が
取
得
で
き
た
り
、
試
験
の
一
部
が
免

除
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
価
値
の
高
い
国

家
資
格
を
有
利
に
取
得
で
き
ま
す
。
万
全

の
支
援
体
制
に
よ
り
、
毎
年
多
く
の
合
格

者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
に
は
、

5
つ
の
仕
事
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
9
学
科

8
コ
ー
ス
6
専
攻
が
あ
り
、
各
分
野
の
専

門
家
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
に
な
る
た
め
の
学
習
サ
ポ
ー
ト

に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
生
生
活
か
ら
社
会
に

羽
ば
た
く
ま
で
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

　

教
職
員
が
学
生
の
毎
日
の
変
化
に
気
付

き
、
理
解
度
に
合
わ
せ
て
細
や
か
な
指
導

の
で
き
る
『
担
任
制
』
と
、
専
門
力
を
高

め
人
間
力
を
育
む
『
段
階
型
教
育
』
で
学

生
の
個
性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
ま
す
。

　

学
生
を
よ
く
理
解
し
た
教
職
員
が
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
や
企
業
に
求
め
ら
れ
る
ハ

イ
レ
ベ
ル
の
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

入
学
直
後
に
行
う
『
就
職
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
』
を
は
じ
め
、
『
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
』
、
『
就
職
模
擬
試
験
・
模
擬
面

接
』
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
多
彩
な
就
職

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
。
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
ク
ラ
ス
担
任
、
講
師

陣
が
一
丸
と
な
り
、
学
生
一
人
一
人
の
夢

の
実
現
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

『
で
き
る
こ
と
』
『
得
意
な
こ
と
』
が

一
人
一
人
身
に
付
く
よ
う
、
業
界
の
第
一

線
で
活
躍
す
る
現
役
の
プ
ロ
を
は
じ
め
、

業
界
経
験
豊
富
な
講
師
陣
が
丁
寧
に
指
導

し
ま
す
。
豊
富
な
実
習
量
と
日
本
工
学
院

北
海
道
専
門
学
校
独
自
の
実
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
即
戦
力
と
な
る
人
材
を
育
成
し
ま

す
。資

格
取
得
に
有
利
な

国
家
資
格
認
定
校

時
代
が
望
む

エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
養
成

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
紹
介

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
紹
介

日本工学院北海道専門学校紹介

未
来
未
来
を
描
く
、

を
描
く
、
日
本
日
本
を
描
く

を
描
く

一
人
一
人
に
目
を
配
り

や
る
気
を
伸
ば
す
教
職
員

一
人
一
人
の
就
職
力
を
高
め
る

独
自
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

就
職
に
つ
な
が
る

実
習
中
心
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
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学びのテーマ 将来の仕事

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
系

ゲームクリエイター科 作品のおもしろさを追求し、ゲーム制作のノウ
ハウを習得します

ゲームクリエイター、ゲームディ
レクター、ゲームプログラマ、ゲ
ームデザイナーなど

CGデザイナー科

イラスト専攻 感性を磨きながら、 2Ｄを中心としたイラスト
全般の制作スキルを習得します

アニメーター、原画クリエイター、
作画監督、キャラクターデザイナ
ー、ＣＧデザイナー、 3ＤＣＧデ
ザイナー、ＣＧコンテンツプラン
ナー、 3ＤＣＧアニメーター、Ｗ
ｅｂデザイナー、Ｗｅｂプログラ
マ、グラフィックデザイナー、漫
画家など

マンガ専攻 描画力や紙面編集など漫画に必要な知識・技術
を学びます

3Ｄアニメーション専攻 アニメーション制作の高度なテクニックを習得
します

ゲームグラフィックス専攻
ゲームに向けた 3 DCG制作について学び、マ
ルチに活躍できるCGクリエイターを養成しま
す

W
ウ ェ ブ
ebデザイン専攻 デザイン力を身につけ、さまざまなニーズに合

わせたWebサイトの制作について学びます

グラフィックデザイン専攻 ポスターやパンフレットなどのパブリッシング
デザインの制作について学びます

Ｉ
Ｔ
系

情報処理科

ＩＴライセンスコース プログラミング、システム設計を習得し、技術
と資格が備わったITエンジニアを育成します

プログラマ、システムエンジニア、
ネットワークエンジニア、Ｗｅｂ
プログラマなど

パソコンマスターコース 資格取得を目標に、パソコンに強いビジネスス
ペシャリストを目指します

一般企業の経理・事務・営業、シ
ステム管理者、公務員、プログラ
マなど

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
系

自動車整備科
二級自動車整備士の国家資格取得を目指し、
整備からカスタムカーづくりまでマスターしま
す

国産車・輸入車ディーラーのメカ
ニック、レーシングメカニック、
バイクメカニックなど

テクノロジー科

電気工学コース 道内唯一の電気主任技術者資格認定校で、電
力関連に携わる電気技術者を育成します

エネルギー開発・設計技術者、プ
ラント設計技術者、電気・電力設
備の設計技師など

建築学科

インテリアデザインコース 空間デザインやインテリアに関する知識を学び、
建築業界で活躍する実力を養います

建築士、建築設計技術者、建築職
公務員、建築コンサルタント、イ
ンテリアデザイナーなど

テクニカルコース 建物の設計、デザインに携わる建築家や、建築
設計・施工技術者を目指します

建築士、建築設計技術者、建築職
公務員、建築ＣＡＤオペレーター、
建築施工技術者など

公
務
員
系

公務員学科
公務員事務コース
警察官・消防士コース
土木技官コース

１年で合格できる独自システムで、公務員への
夢をかなえます

国家公務員一般職（高卒程度）、
土木職公務員、都道府県職員（初
級）、警察官、消防士など

医
療
系

医療秘書科 ビジネススキルとＩＴスキルを持った、心豊か
な医療事務のエキスパートを養成します

医療事務、医療秘書、電子カルテ
インストラクタ、病院管理、病棟
クラークなど

柔道整復科 医療現場だけでなく、スポーツ分野でも活躍で
きる柔道整復師を養成します

柔道整復師として独立開業、接骨
院・病院勤務、スポーツ施設、福
祉関連施設など

•
Ｉ
Ｔ
・
ゲ
ー
ム
・
Ｃ
Ｇ
系

北
海
道
旅
客
鉄
道
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
都

築
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
プ
ロ
シ
ー
ド
、
働

楽
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
カ
メ
ラ
の
さ

く
ら
、
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
な
ど

•
電
気
・
建
築
系

ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ズ
、
エ
ヌ
・

テ
ィ
・
テ
ィ
・
エ
ム
イ
ー
、
岩
倉
建
設
、

熊
谷
組
、
北
海
道
電
力
、
北
海
道
電
気

保
安
協
会
、
北
海
電
気
工
事
な
ど

•
自
動
車
整
備
系

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
苫
小
牧
、
函
館
日
産

自
動
車
、
札
幌
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
ネ
ッ

ツ
ト
ヨ
タ
旭
川
、
ピ
ー
エ
ス
ジ
ー
、
ホ

ン
ダ
カ
ー
ズ
南
北
海
道
な
ど

•
公
務
員
・
医
療
秘
書
系

国
家
公
務
員
一
般
職
、
北
海
道
職
員
初

級
、
登
別
市
役
所
、
札
幌
市
役
所
、
む

か
わ
町
役
場
、
北
海
道
警
察
、
自
衛
隊

一
般
曹
候
補
生
な
ど

•
し
ん
灸
・
柔
道
整
復
系

き
た
ご
う
ケ
ア
鍼
灸
整
骨
院
、
重
原
整

骨
院
、
Ｔタ

ケ

ダ

Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ａ　

Ｇグ

ル

ー

プ

Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
、

な
か
ざ
わ
整
骨
院
な
ど

平
成
26
年
３
月
卒
業
生
の

主
な
就
職
先
・
進
学
先

日本工学院北海道専門学校紹介

学科・コースの紹介
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平成２６年９⽉末の
財政状況をお知らせします

問い合わせ 財政グループ
（☎85１３３１）

財政公表

　平成26年度各会計予算の執行状況　

　市債残高の状況　

　一時借入金の状況

　市の財産の状況　 市民１人当たりに換算すると

会計名 一般会計
特別会計

合　計
国民健康保険 学校給食事業 簡易水道事業 介護保険 カルルス温泉

スキー場事業
後期高齢者
医療

当初予算額 201億9,200万円 67億5,070万円 3億6,590万円 2,760万円 34億3,570万円 1億1,900万円 7億3,770万円 316億2,860万円

補 正 額 1,755万円 0円 0円 58万円 1,383万円 0円 0円 3,196万円

前年度繰越額 10億9,286万円 0円 0円 0円 0円 0円 0円 10億9,286万円
予 算 現 額
（ 9月30日現在） 213億0,241万円 67億5,070万円 3億6,590万円 2,818万円 34億4,953万円 1億1,900万円 7億3,770万円 327億5,342万円

歳　

入

収入済額 99億0,695万円 24億6,759万円 9,164万円 606万円 13億4,979万円 0円 2億2,101万円 140億4,304万円

収 入 率 46.5% 36.6% 25.0% 21.5% 39.1% 0.0% 30.0% 42.9%

歳　

出

支出済額 86億7,673万円 28億4,480万円 1億4,319万円 639万円 12億9,888万円 1,064万円 2億1,015万円 131億9,078万円

執 行 率 40.7% 42.1% 39.1% 22.7% 37.7% 8.9% 28.5% 40.3%
平
成
25
年
度
決
算
額

歳 入 224億1,011万円 66億6,148万円 3億4,807万円 3,286万円 31億1,268万円 1億0,844万円 6億6,074万円 333億3,438万円

歳 出 217億3,987万円 65億5,640万円 3億4,807万円 3,286万円 30億4,171万円 1億0,844万円 6億5,964万円 324億8,699万円

差 引 6億7,025万円 1億0,508万円 0円 0円 7,097万円 0円 110万円 8億4,740万円

※項目ごとに表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げ額が一致しない箇所があります。

会計名 残　　高

一 般 会 計 232億8,159万円

特
別
会
計

学校給食事業 1,311万円

簡易水道事業 1億1,784万円

合 計 234億1,254万円

　 9月30日現在において、借り入れはありません。

市民１人当たりが負担する市税

10万2,084円
市民１人当たりに使われるお金

39万8,949円
市民１人当たりの借金の残高

45万9,593円
※ 市税収入、一般会計予算額、一
般会計市債残高を人口で割った
金額です。

人口 5万657人 　
（平成26年9月30日現在）

区　分 面積・金額

土 地 683.7万平方㍍

建 物 29.2万平方㍍

基金など
現 金 37億4,766万円

土 地 11.0万平方㍍

債 権 な ど ※ 5億1,941万円

※ 債権などについては、平成26
年 3 月31日の状況です。

　平成26年度各会計予算は、平成26年第１回市議会定例会で各会計の
当初予算が議決され、その後、 9月30日までに一般会計は 5回、簡易
水道事業特別会計、介護保険特別会計が各１回の補正を行っています。
　平成26年度予算の 9月末日現在における収入と支出の概況、市民の
税負担の状況、市債の状況などをお知らせします。
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登別市一般廃棄物処理基本計画
（案）

登別市新型インフルエンザ等
対策行動計画（案）

登別市健康増進計画（第 2期）
健康のぼりべつ21（案）

概要
・
目的

　『登別市一般廃棄物処理基本計画』
は、ごみの排出抑制と再生利用、適
正処理の推進を目的に、平成 7年度
に策定し、平成15年度に改訂したと
ころです。
　市は、平成25年度から『小型家電
回収事業』の試行や、平成26年度か
らは白老町の可燃ごみを再び受け入
れるなど、近年、ごみ処理に関わる
情勢が大きく変化してきていること
から、現計画を改訂することとしま
した。

　新型インフルエンザなどが万一発
生すれば、住民の生命や健康、社会
や経済全体に大きな影響を与えかね
ません。『登別市新型インフルエン
ザ等対策行動計画』は、新型インフ
ルエンザなどの感染拡大を可能な限
り抑制することを目的としており、
流行のピークを遅らせることで、医
療体制整備のための時間の確保をす
ることや各発生段階に応じた総合的
な対応・対策をすることなどについ
て示しています。

　健康のぼりべつ21は、子どものこ
ろから規則正しい生活習慣を身に付
け、生活習慣病の予防と重症化予防
を図り、あらゆるライフステージに
おいて健康づくりの推進を目指して
います。
　今回、『登別市健康増進計画（第
１期）健康のぼりべつ21』の終了を
迎えるため、この10年間の取り組み
を生かしながら、健康で心豊かな生
活の実現を目指す『登別市健康増進
計画（第 2期）健康のぼりべつ21』
を策定します。

担当
グループ

環境対策グループ
（クリンクルセンター内）
〒059-0002　幸町 2丁目 5

（☎85 2 9 5 8 ・思85 2 5 8 5 ）
Ｅメール：cleancle@city.
noboribetsu.lg.jp

健康推進グループ（しんた21内）
〒059-0016　片倉町 6丁目 9－１
（☎85 0 1 0 0 ・思85 0 1 1 1 ）

Ｅメール：shinta21@city.noboribetsu.lg.jp

資料の
閲　覧

　本案の全文は、市役所１階市民コーナー、各支所、市民会館、市立図書館、市民活動センター、各意見募集
の担当グループに備え付けるほか、市ホームページにも掲載します。

意見の例
『○○事業は、△△のように改善すれば市民が利用しやすくなる』
『条例案○条は、△△と記載されているが、□□の理由から◇◇のような記載が必要ではないか』など、皆さ
んの意見をお寄せください。

意見の
提出方法

　各閲覧場所に備え付けの専用用紙、または任意の用紙に①案件名、②住所、③氏名、④電話番号、⑤意見を
記入し、各閲覧場所備え付けの『意見箱』に投函するか、郵送またはファクス、Ｅメールで各担当グループに
提出してください。
※電話や来庁による口頭でのご意見はお受けできません。

意見に
対する
回　答

　寄せられた意見に対する市の考え方は、市ホームページに掲載するほか、上記閲覧場所に閲覧ファイルを備
え付けます。
※意見を提出された方に対して個別の回答は行いません。
※意見を提出された方の住所、氏名、電話番号は公表しません。

パブリックコメント（意見公募）制度パブリックコメント（意見公募）制度に基づきに基づき
皆さんからの意見を募集します皆さんからの意見を募集します

　『市の基本的な構想や計画』、『市の基本
的な制度を定める条例』、『市民生活や事業
活動に直接または重大な影響を与える条例や
規則・指針』などを策定したり改正・廃止し
たりするときに、市が作成した案をお知らせ
して意見を公募するものです。

　市の政策決定の過程を公開し、公平性の確
保と透明性の向上を図ります。
　また、市民の意見を生活に大きく関わる政
策や条例などに反映させることで、よりよい
市政や市民参画によるまちづくりを目指すた
め、パブリックコメント制度を設けています。

パブリックコメント制度を
知っていますか？

パブリックコメントは
なぜ必要なの？

募集期間　11月30日㈰まで

17 パブリックコメント（意見公募）制度に基づき皆さんからの意見を募集します
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9
月
26
日
㈮
、
市
内
16
カ
所
の
施
設
を
会
場
と

し
て
、
『
の
ぼ
り
べ
つ
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
2
0

1
4
』
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
公
共
・
民
間
施
設
な
ど
を
夜
間

開
放
し
て
、
市
民
が
地
域
の
文
化
を
楽
し
む
も
の

で
、
こ
と
し
で
3
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

各
施
設
で
は
、
体
育
教
室
や
は
し
ご
車
へ
の
試

乗
、
ア
イ
ヌ
民
族
楽
器
の
演
奏
な
ど
、
多
彩
な
催

し
が
開
か
れ
、
訪
れ
た
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
活

動
の
魅
力
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

の
ぼ
り
べ
つ
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
2
0
1
4

地
域
の
文
化
に

触
れ
る
夜

▲市外の方も訪れた、アイヌ民族楽器の演奏会

　

10
月
5
日
㈰
、
岡
志
別
の
森
運
動
公
園
と
市
民
プ
ー
ル
で
、
『
市
民
ス
ポ
ー

ツ
・
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
（
市
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
、
北
海
道

曹
達
㈱
幌
別
事
業
所
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
市
民
の
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岡
志
別
の
森
運
動
公
園
で
は
、
『
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
』
、
『
市
民
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
』
、
『
駅
伝
競
走
大
会
』
、
『
ヘ
ル
ス
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
』

な
ど
が
行
わ
れ
、
秋
晴
れ
の
中
、
参
加
者
は
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

『
駅
伝
競
走
大
会
』
に
出
場
し
た
阿あ

達だ
ち

莉り

那な

さ
ん
（
青
葉
小
学
校
6
年
生
）
は
、

「
タ
ス
キ
を
う
ま
く
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
力
を
出
し
て
走
っ
た
の

で
、
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
、
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
無
料
開
放
さ
れ
た
市
民
プ
ー
ル
で
は
、
『
個
人
タ
イ
ム
計
測
』
や
日

本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
の
学
生
に
よ
る
『
健
康
測
定
会
』
な
ど
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
ス
ト
レ
ッ
チ
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
自
身
の
健
康
状
態
を
再
確
認
し

て
い
ま
し
た
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

市
民
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ス
ポ
ー
ツ
か
ら
健
康
増
進
を

は
じ
め
よ
う

▲ 和やかな雰囲気で行われた市民パークゴ
ルフ大会

▲ 盛り上がりをみせた市民ソフトボール大
会

　

9
月
27
日
㈯
、
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
『
シ
ル

バ
ー
ま
つ
り
2
0
1
4
』
（
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
400
人
の
市
民
が
会
場
を
訪
れ
、
露
店
で
野
菜

や
雑
貨
を
買
い
求
め
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
手
づ

く
り
の
焼
き
鳥
や
手
打
ち
そ
ば
を
堪
能
。
屋
内
会

場
で
は
、
会
員
の
作
品
展
示
や
包
丁
研
ぎ
の
実
演
、

和
太
鼓
の
演
奏
な
ど
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

綿
あ
め
や
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
も
笑
顔
で
ま
つ
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
2
0
1
4

年
季
の
入
っ
た

技
術
を
披
露

9
 27

9
 26

▲会話の弾む露店

18 東　奔　西　走

スマートフォンで
動画を再生できます
１．GooglePlay・AppStore
　　から無料アプリ『junaio』
　　をダウン
　　ロード
２．必ずこ
　　のＱＲ
　　コード
　　をスキャン

３．この左の写真に
　　スマートフォンをかざす



▲覚書を交わす室蘭海上保安部の三國部長（左）と泉消防長

10
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10
月
4
日
㈯
、
鷲
別
町
で
『
鷲
別
海
岸
海
洋
浴
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
ま
つ
り
』
（
鷲
別
海
岸
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員

会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

快
晴
と
な
っ
た
こ
の
日
、
約
200
人
が
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
。
海
を
見
な
が

ら
歩
く
方
や
大
き
な
声
で
歌
い
な
が
ら
歩
く
子
ど
も
な

ど
、
参
加
者
は
思
い
思
い
の
楽
し
み
方
で
、
鷲
別
漁
港

を
発
着
点
と
し
た
往
復
5
㌔
㍍
を
歩
き
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
市
内
で
捕
獲
し
た
エ
ゾ
シ
カ
の
焼
き
肉

が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
野
菜
の
直
売
や
血
圧
測
定
、

抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

10
月
9
日
㈭
、
ホ
テ
ル
平
安
で
『
合
同
企
業
説
明
会

in
登
別
』
（
登
別
市
雇
用
創
造
推
進
協
議
会
、
北
海
道

主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
説
明
会
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
希
望
の
方
や
一
般

求
職
者
の
方
へ
向
け
、
食
・
も
の
づ
く
り
関
連
の
地
元

企
業
と
の
出
会
い
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
市
内
へ
の

就
職
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

　

企
業
9
社
が
個
別
ブ
ー
ス
を
構
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会

社
の
概
要
や
仕
事
内
容
、
特
色
な
ど
を
説
明
す
る
企
業

担
当
者
の
話
を
、
参
加
者
の
方
は
熱
心
に
聞
い
て
い
ま

し
た
。

合
同
企
業
説
明
会
in
登

イ
ン

別

鷲
別
海
岸
海
洋
浴
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ま
つ
り

地
元
企
業
と
の

出
会
い
の
場
を

秋
空
と
海
の
風
に

包
ま
れ
て

▲ 笑顔で自社の説明をする企業担当者

▲海を見ながらウオーキングを楽しむ参加者

10
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10
月
9
日
㈭
、
市
役
所
で
、
市
消
防
本
部
と
室
蘭
海

上
保
安
部
に
よ
る
『
登
別
市
の
各
漁
港
及
び
沿
岸
部
に

お
け
る
水
難
事
故
等
に
係
る
相
互
協
力
に
関
す
る
覚
書

式
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
覚
書
は
、
鷲
別
、
富
浦
、
登
別
の
3
漁
港
や
長

い
海
岸
線
を
抱
え
る
登
別
市
沿
岸
部
で
の
水
難
事
故
の

発
生
に
備
え
、
情
報
共
有
や
活
動
支
援
、
合
同
訓
練
の

実
施
な
ど
、
初
動
対
応
と
相
互
協
力
の
強
化
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

締
結
式
で
、
市
消
防
本
部
と
室
蘭
海
上
保
安
部
は
、

水
難
事
故
発
生
時
の
救
助
活
動
の
迅
速
化
に
向
け
て
、

さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

水
難
事
故
等
に
係
る
相
互
協
力
に
関
す
る
覚
書
締
結
式

水
難
事
故
発
生
時
の

協
力
体
制
を
強
化

10
 9

19 東　奔　西　走



人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

知
っ
て
備
え
る

知
っ
て
備
え
る  

防
災
メ
モ

防
災
メ
モ
第
22
回

　

雪
を
伴
う
強
い
風
が
吹
く
こ
と
を
『
暴

風
雪
』
と
言
い
ま
す
。
風
は
強
い
が
晴
れ

て
い
る
、
と
思
っ
た
ら
、
雪
を
伴
っ
て
一

瞬
で
暴
風
雪
に
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

天
気
の
急
変
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

気
象
台
で
は
、
『
暴
風
雪
』
に
よ
っ
て

重
大
な
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
と

き
に
『
暴
風
雪
警
報
』
を
発
表
し
ま
す
。

最
新
の
気
象
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
暴
風

雪
が
予
想
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
で
き
る

限
り
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

で
き
て
い
ま
す
か
？
『
暴
風
雪
』
へ
の
備
え

で
き
て
い
ま
す
か
？
『
暴
風
雪
』
へ
の
備
え

家
の
中
に
い
る
と
き

• 

停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ

オ
、
防
寒
具
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
、

灯
油
、
非
常
食
、
飲
料
水
な
ど
を
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

• 
Ｆ
Ｆ
式
暖
房
機
な
ど
を
使
用
し
て
い
る

場
合
は
、
給
排
気
口
付
近
が
雪
で
ふ
さ

が
れ
な
い
よ
う
注
意
が
必
要
で
す
。

車
を
運
転
す
る
と
き

• 

吹
雪
や
吹
き
だ
ま
り
な
ど
に
よ
っ
て
車

が
動
け
な
く
な
る
こ
と
を
想
定
し
、
防

寒
着
、
長
靴
、
ス
コ
ッ
プ
、
け
ん
引

ロ
ー
プ
な
ど
を
用
意
す
る
と
と
も
に
、

十
分
に
燃
料
が
あ
る
か
確
認
し
ま
す
。

• 

吹
雪
に
よ
り
視
界
が
悪
く
な
っ
た
と
き

は
、
道
の
駅
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
で
天
気

の
回
復
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

合唱団あすなろ
　

『
合
唱
団
あ
す
な
ろ
』
は
、
室
蘭

市
で
活
動
し
て
い
た
合
唱
団
を
前
身

と
し
て
、
昭
和
50
年
に
発
足
し
ま
し

た
。
現
在
、
21
人
の
メ
ン
バ
ー
で
、

毎
週
金
曜
日
の
18
時
か
ら
21
時
ま
で
、

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

「
普
段
の
活
動
で
は
混
声
四
部
合

唱
の
練
習
を
す
る
ほ
か
、
フ
ォ
ー
ク

ソ
ン
グ
や
童
謡
を
歌
い
、
時
に
は
自

分
た
ち
で
作
詞
し
た
曲
を
練
習
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
話
す
の
は
代

表
の
田た

中な
か

樺か
ば

男お

さ
ん
。

　

「
一
人
一
人
の
歌
声
が
だ
ん
だ
ん

と
合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
く
過
程
が

合
唱
の
面
白
さ
で
す
。
み
ん
な
で
声

を
合
わ
せ
て
歌
う
の
は
と
て
も
気
持

ち
が
良
く
、
歌
う
人
も
聞
く
人
も
元

気
に
な
れ
ま
す
よ
」
と
笑
顔
を
見
せ

ま
す
。

　

同
合
唱
団
は
毎
週
の
練
習
の
ほ
か
、

年
に
6
回
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
合

唱
の
場
と
し
て
『
う
た
ご
え
喫
茶
』

と
い
う
会
を
開
催
し
た
り
、
全
道
・

全
国
規
模
の
大
会
に
出
場
し
、
各
地

の
仲
間
と
交
流
し
た
り
す
る
な
ど
、

活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

知
人
の
誘
い
で
活
動
を
始
め
た
と

い
う
高た

か

橋は
し

勝か
つ

子こ

さ
ん
は
、
「
お
な
か

か
ら
大
き
な
声
を
出
し
て
歌
う
と
、

心
も
体
も
元
気
に
な
り
ま
す
。
時
に

は
愛
や
平
和
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た

歌
を
歌
い
、
遠
方
の
仲
間
と
交
流
で

き
る
の
も
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
、

合
唱
の
魅
力
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
上
手
に
歌
え
る
よ
う

に
な
り
、
歌
う
喜
び
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
同
合
唱

団
。
見
学
を
希
望
す
る
方
は
田
中
さ

ん
（
☎
86
4
6
4
3
）
ま
で
。

▲ 体を動かして楽しく歌う団員の皆さん

おなかから大きな声を出
して歌うと、心も体も元
気になります

『
暴
風
雪
』
に
つ
い
て

『
暴
風
雪
』
の
恐
れ
が
あ
る
と
き
は

問
い
合
わ
せ

　

室
蘭
地
方
気
象
台

 

（
☎
㉒
４
２
４
９
）

20 知って備える防災メモ・仲間たち



▲ 警察官も出演した振り込め詐欺の
被害防止を呼び掛けた寸劇

　

「
私
た
ち
が
演
じ
た
寸
劇
は
、
独
り

暮
ら
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
離
れ
て

住
む
息
子
か
ら
電
話
も
手
紙
も
来
な
く

て
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

振
り
込
め
詐
欺
の
電
話
が
掛
か
っ
て
き

て
だ
ま
さ
れ
て
し
ま
う
ス
ト
ー
リ
ー
で

す
。
普
段
か
ら
、
家
族
や
友
人
と
連
絡

を
取
り
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
っ
て
い
れ
ば
被
害
を
防
げ
る
の
で

は
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
い

ま
す
」
と
話
す
藤
江
眞
優
香
さ
ん
。

　

こ
と
し
7
月
、
警
察
か
ら
、
詐
欺
防

止
の
寸
劇
を
通
し
て
中
学
生
と
高
齢
者

の
交
流
を
図
り
た
い
と
依
頼
が
あ
り
、

練
習
を
始
め
ま
し
た
。

　

「
外
部
か
ら
の
依
頼
で
劇
を
披
露
す

る
の
は
初
め
て
で
し
た
が
、
お
話
を
い

た
だ
い
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す

ね
。
練
習
期
間
が
短
い
中
、
出
演
者
の

せ
り
ふ
が
多
く
苦
労
し
ま
し
た
が
、
演

出
や
音
響
な
ど
裏
方
を
含
め
、
部
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
当
日

は
、
会
場
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
寸
劇
を

見
て
く
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

寸
劇
を
通
し
て
、
家
族
や
友
人
な
ど
身

近
な
方
同
士
で
普
段
か
ら
声
を
掛
け
合

う
気
配
り
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
ね
」

と
、
藤
江
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

部
活
動
で
は
演
劇
を
や
り
た
い
と
、

演
劇
部
の
あ
る
北
海
道
登
別
明
日
中
等

教
育
学
校
に
進
学
し
た
藤
江
さ
ん
。
演

劇
を
志
し
た
の
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

鑑
賞
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

「
小
学
6
年
生
の
春
に
初
め
て
見
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
感
動
し
、
自
分
も
や

っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
が
、
演
劇
に

興
味
を
持
っ
た
始
ま
り
で
す
。
依
頼
が

あ
れ
ば
、
今
度
は
幼
稚
園
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
劇
を
お
見
せ
で
き
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。
毎
年
3
月
に
開

催
さ
れ
る
文
化
系
部
活
動
の
合
同
発
表

会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
私
た
ち

の
演
劇
を
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
、
笑
顔
で
話
す
藤
江
さ
ん
。

　

こ
と
し
12
月
に
沖
縄
県
で
開
か
れ
る

全
国
大
会
へ
の
出
場
を
控
え
、
今
日
も

部
員
と
と
も
に
練
習
に
励
み
ま
す
。

寸
劇
に
込
め
た
詐
欺
の
被
害

防
止
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

幼
稚
園
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
な

ど
で
も
劇
を
披
露
し
た
い

藤
ふじ

江
え

眞
ま

優
ゆ

香
か

さん（中央町）
　 8月 5日㈫、市民会館で開かれた登別
市老人クラブ大会演芸発表会で、北海道
登別明日中等教育学校前期演劇部の生徒
が、高齢者を狙った振り込め詐欺の被害
防止を呼び掛ける寸劇を披露し、迫真の
演技が好評を博しました。
　寸劇の様子は、多くの方に見てもらお
うとＤＶＤに収録され、市民サービスグ
ループや登別市社会福祉協議会で、町内
会や老人クラブに貸し出ししています。
　同学校 3回生で部長の藤江眞優香さん
に、寸劇に込めた思いや前期演劇部の活
動などを聞きました。

市民の皆さんにも私
たちの演劇をぜひ見
てほしい

平成11年、登別市生まれ。15歳。
幌別小学校を卒業後、北海道登別明日中等教育学校に入学し、
中学生に当たる１回生から 3回生までの生徒による前期演劇
部に入部。昨年12月から部長を務め、部員17人のまとめ役と
して活動する。

21 きらり



く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎85 2 9 5 8 ）

※ 粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚
160円）』を貼って出してください。

（１回につき 5品まで）

月の粗大ごみ収集１２
申し込み　㈲登和清掃（☎88 0 2 0 0 ）

※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※ 電話のかけ間違いに十分注意してください。

◎
付
加
年
金
額
の
例

　

付
加
保
険
料
を
480
カ
月
（
40
年
間
）

納
め
た
場
合

• 

納
め
た
付
加
保
険
料

　

400
円
×
480
カ
月
＝
19
万
2
千
円

• 

受
け
取
る
付
加
年
金
（
年
額
）

　

200
円
×
480
カ
月
＝
9
万
6
千
円

※ 

2
年
間
年
金
を
受
給
す
る
と
納
め

た
付
加
保
険
料
の
元
が
取
れ
ま
す
。

よ
り
長
く
年
金
を
受
給
す
る
ほ
ど

お
得
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

 

（
☎
85
2
1
3
7
）

つ
い
て
、
留
意
事
項
の
説
明
な
ど

問
い
合
わ
せ　

室
蘭
税
務
署

 

（
☎
㉒
4
1
5
1
）

85
1
7
7
1
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ

（
☎
85
5
7
2
0
）
、
年
金
・
長

寿
医
療
Ｇ
（
☎
85
2
1
3
7
）

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
連
絡
し
た

内
容
が
間
違
っ
て
い
て
も
責
任
は
問

わ
れ
ま
せ
ん
。

連 

絡
先　

子
ど
も
虐
待
相
談
室
（
☎

85
6
6
7
7
）
、
室
蘭
児
童
相
談

所
（
☎
44
4
1
5
2
）

　

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

は
、
地
域
の
方
の
気
付
き
が
大
切
で

す
。
『
も
し
か
し
た
ら
』
と
感
じ
た

ら
、
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
し
た
方
の
情
報
が
他
に
漏
れ

期
間　

11
月
〜
12
月
末

内 

容　

ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
の

使
用
状
況
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
状
況
、
電
気
・
た
ば
こ
な

ど
の
火
気
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

点
検
し
、
火
災
予
防
を
呼
び
掛
け

ま
す
。
訪
問
の
際
は
ご
協
力
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
警
備
Ｇ

 

（
☎
85
2
5
5
1
）

日
時
・
場
所

　

11
月
21
日
㈮
9
時
30
分
〜
11
時
・

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
登
別
店
、
13
時
〜

14
時
30
分
・
Ｊジ

ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
、

15
時
30
分
〜
16
時
30
分
・
市
民
会
館

問 
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
Ｇ

　

（
し
ん
た
21
内
・
☎
85
0
1
0
0
）

日
時　

11
月
17
日
㈪
13
時
30
分
〜

場
所　

市
民
会
館

対 

象　

給
与
を
支
給
し
て
い
る
事
業

所
内 

容　

年
末
調
整
の
仕
方
、
今
年
度

の
改
正
点
、
法
定
調
書
の
記
載
方

法
、
ｅ

－

Ｔタ
ッ
ク
ス

ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
の
利
用
に

　

市
・
道
民
税
（
第
3
期
）
、
国
民

健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第
6
期
）
、

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
第
5
期
）
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴

収
第
5
期
）
の
納
期
限
は
12
月
１
日

㈪
で
す
。

　

納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

税
務
Ｇ
（
☎
85
1
1

5
5
）
、
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎

　

付
加
年
金
は
、
毎
月
の
定
額
保
険

料
（
平
成
26
年
度
は
、
１
万
5
千
250

円
）
に
、
月
額
400
円
の
付
加
保
険
料

を
加
え
て
納
め
る
こ
と
で
、
付
加
保

険
料
を
納
め
た
月
数
に
200
円
を
乗
じ

た
額
が
、
老
齢
基
礎
年
金
に
毎
年
上

乗
せ
さ
れ
て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

対 

象　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
自
営
業
者
、
学
生
な
ど
）

※ 

国
民
年
金
基
金
加
入
者
は
対
象
外

で
す
。

11
月
は

 

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

単
身
高
齢
者
世
帯
の

防
火
訪
問
を
行
い
ま
す

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

年
末
調
整
説
明
会

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

ご
存
じ
で
す
か
『
付
加
年
金
制
度
』

地　区 収集期間 申込期間

新生町　　
3・ 4丁目

12月１日㈪～
12月 6 日㈯　

11月17日㈪～
11月28日㈮　

鷲別町　　
１～ 3丁目

12月 8 日㈪～
12月13日㈯　

11月25日㈫～
12月 5 日㈮　

新生町　　
１・ 2丁目

12月15日㈪～
12月20日㈯　

12月１日㈪～
12月12日㈮　

大規模改修工事に
伴い総合体育館を
長期休館します

期間　平成27年 7 月上旬
～平成28年１月下旬

問い合わせ
社会教育Ｇ

（☎88１１２９）

22 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』

くらしのガイド



募　

集

の
胆
振
幌
別
川
沿
い
に
設
置
さ
れ
て

い
る
ス
ピ
ー
カ
ー
の
放
送
（
チ
ャ
イ

ム
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
）
を
実
施
し
ま
す
。

期
間　

11
月
5
日
㈬
〜
7
日
㈮

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

北
海
道
企
業
局
室
蘭

地
区
工
業
用
水
道
管
理
事
務
所

（
☎
85
2
8
2
1
）

る
と
き
は
、
そ
の
人
が
技
能
士
で
あ

る
か
ど
う
か
が
信
用
の
目
安
に
な
り

ま
す
。

　

技
能
士
の
事
業
所
や
自
宅
に
は
、

技
能
士
の
標
示
板
を
掲
げ
て
い
ま
す

の
で
、
工
事
な
ど
に
つ
い
て
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

一
般
社
団
法
人
北
海

道
技
能
士
会
（
☎
011

－

815

－

4
8

4
5
）

活
動
な
ど
に
顕
著
な
実
績
を
納
め
、

学
校
長
が
推
薦
で
き
る
方

申
し
込
み　

12
月
5
日
㈮
ま
で

•
一
般　

月
日　

平
成
27
年
１
月
24
日
㈯

対 

象　

17
歳
未
満
の
男
性
で
、
中
学

校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
の
方
を

含
む
）

申 

し
込
み　

平
成
27
年
１
月
9
日
㈮

ま
で

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協

力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所
（
☎
44

9
5
3
3
）

• 

一
般
選
考　

11
月
16
日
㈰
〜
12
月

5
日
㈮

※ 

応
募
方
法
・
授
業
料
・
選
考
内
容
・

応
募
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

同
学
院

 

（
☎
44
3
5
2
2
）

●
自
衛
官
候
補
生

月 

日　

11
月
28
日
㈮
〜
30
日
㈰
の
指

定
す
る
１
日

対
象　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性

申
し
込
み　

11
月
21
日
㈮
ま
で

●

高
等
工
科
学
校
生

•
推
薦

月 

日　

平
成
27
年
１
月
10
日
㈯
〜
12

日
㈪
の
指
定
す
る
１
日

対 

象　

17
歳
未
満
の
男
性
で
、
中
学

校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
の
方
を

含
む
）
、
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈯
〜
20
日
㈭

内 

容　

求
職
中
の
障
が
い
の
あ
る
方

の
入
校
生
（
訓
練
期
間
１
年
ま
た

は
2
年
間
）
の
募
集

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

同
校

 

（
☎
0
1
2
5
52
2
7
7
4
）

受
付
期
間　

• 
推
薦
選
考　

11
月
１
日
㈯
〜
15
日

㈯

　

雪
上
（
ス
キ
ー
場
）
で
の
け
が
人

や
急
病
人
を
救
助
し
、
医
師
や
救
急

隊
員
な
ど
に
引
き
継
ぐ
ま
で
の
、
応

急
の
手
当
て
が
で
き
る
知
識
と
技
術

を
習
得
す
る
た
め
、
専
門
の
指
導
員

に
よ
る
講
習
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
9
日
㈰
9
時
〜
17
時

場
所　

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

対 

象　

認
定
証
発
効
日
か
ら
2
年
以

上
3
年
以
内
の
救
急
法
救
急
員
の

資
格
を
有
す
る
18
歳
以
上
の
方
で
、

（
公
財
）
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
の

技
能
判
定
テ
ス
ト
2
級
に
相
当
す

る
技
術
を
有
す
る
方

定
員　

10
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

700
円
（
教
材
費
）

※ 

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み　

11
月
5
日
㈬
ま
で
に
日

本
赤
十
字
社
登
別
市
地
区
事
務
局

（
社
会
福
祉
Ｇ
内
・
☎
85
1
9
1

1
）

日 

時　

11
月
11
日
㈫
〜
17
日
㈪
9
時

〜
17
時
30
分

場
所　

市
役
所

内 

容　

『
税
を
考
え
る
週
間
』
に
ち

な
み
、
小
学
6
年
生
の
『
税
に
関

す
る
標
語
』
な
ど
を
展
示
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

室
蘭
税
務
署

 

（
☎
㉒
4
1
5
1
）

　

点
検
の
た
め
、
幌
別
ダ
ム
に
設
置

さ
れ
て
い
る
サ
イ
レ
ン
と
ダ
ム
下
流

　

『
技
能
士
』
は
、
技
能
と
知
識
を

検
定
す
る
国
家
検
定
制
度
で
、
機
械

加
工
、
建
築
大
工
な
ど
、
全
部
で
128

職
種
の
試
験
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
大
切
な
仕
事
を
依
頼
す

自
衛
官
・
高
等
工
科
学
校
生

 

採
用
試
験

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
平
成
27
年
度
入
校
生
募
集

北
海
道
室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院

平
成
27
年
度
訓
練
生
募
集

赤
十
字
雪
上
安
全
法
救
助
員
Ⅰ

 

養
成
講
習
会

税
に
関
す
る
作
品
展

幌
別
ダ
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

11
月
10
日
は
『
技
能
の
日
』

　皆さんが市長と自由に話し合える機会を広げる
ため、『市長室フリータイム』を開催します。
　まちづくりについて、市長と直接会って話して
みませんか。

▶日時　11月26日㈬　 9時30分～17時
　※１人（組）30分程度。
▶ 場所　市長応接室、鷲別公民館、婦人センター、
登別温泉ふれあいセンター

▶対象　市内に居住または通勤・通学している方
※ 苦情や要望、提案、個人的な問題などはお受け
できません。
※ 申し込みのときに内容（概要）を伺います。
※ 当日は、報道関係者が取材する場合があります。
▶申し込み　11月10日㈪までに企画調整Ｇ
 （☎85 6 5 8 6 ）

市長室フリータイム
‖市長と話してみませんか‖
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定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み　

11
月
17
日
㈪
ま
で
に
登

別
職
業
訓
練
協
会
（
☎
85
1
4
5

0
）

て
、
法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
時
間
を
延
長
し
て
対
応

し
、
解
決
に
導
き
ま
す

専 

用
相
談
電
話
（
☎
0
5
7
0

－
070

－

810
）

問 

い
合
わ
せ　

札
幌
法
務
局
室
蘭
支

局
（
☎
㉒
5
1
1
1
）

対
象

• 

青
少
年
善
行
表
彰　

市
内
に
居
住

す
る
28
歳
未
満
の
青
少
年
で
、
そ

の
活
動
が
特
に
認
め
ら
れ
、
他
の

青
少
年
の
模
範
と
な
る
方

• 

青
少
年
団
体
活
動
者
表
彰

① 

市
内
に
居
住
す
る
28
歳
未
満
の
青

少
年
で
、
市
内
に
組
織
さ
れ
、
現

在
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
る
青

少
年
団
体
に
3
年
以
上
所
属
し
、

他
の
青
少
年
団
体
活
動
者
の
模
範

と
な
る
方

② 

市
内
に
組
織
さ
れ
て
い
る
青
少
年

団
体
で
5
年
以
上
の
活
動
を
続
け
、

そ
の
目
的
が
健
全
な
文
化
・
教
養
・

体
育
・
奉
仕
活
動
で
あ
り
、
他
の

青
少
年
団
体
の
模
範
と
な
る
団
体

• 

優
良
勤
労
青
少
年
表
彰　

勤
続
年

数
が
3
年
以
上
の
市
内
に
居
住
す

る
28
歳
未
満
の
働
く
青
少
年
で
、

日
常
生
活
に
誠
実
・
精
励
で
、
職

務
技
能
の
向
上
、
研
さ
ん
に
努
め

る
な
ど
の
熱
意
が
み
ら
れ
、
他
の

働
く
青
少
年
の
模
範
と
な
る
方

申 

し
込
み　

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
備

え
付
け
の
推
薦
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
11
月
20
日
㈭
ま
で
に
提

出
※ 

登
別
市
青
少
年
問
題
協
議
会
が
表

彰
者
を
選
考
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
Ｇ

 

（
☎
88
1
1
5
4
）

　

登
別
市
青
少
年
問
題
協
議
会
は
、

平
成
26
年
度
登
別
市
青
少
年
表
彰
を

行
い
ま
す
。

　

郷
土
登
別
市
の
担
い
手
と
し
て
、

豊
か
な
心
と
実
践
力
を
持
ち
、
他
の

模
範
と
な
る
青
少
年
を
推
薦
し
て
く

だ
さ
い
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
登
別
市
、
室
蘭

市
、
伊
達
市
の
中
小
企
業
の
経
営
者

と
勤
労
者
の
生
活
安
定
や
健
康
増
進

な
ど
の
福
利
厚
生
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
加
入
し
、
健

康
管
理
や
会
員
相
互
の
親
睦
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

室
蘭
市
勤
労
者
共
済

セ
ン
タ
ー
（
☎
42
3
6
7
0
）

　

登
別
職
業
訓
練
協
会
は
、
求
職
中

の
方
を
対
象
に
、
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
『
夢
を
希
望
』
に
変
え

る
自
己
理
解
ツ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
た

自
己
理
解
や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
に
よ
る
演
習
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

日 

時　

11
月
20
日
㈭
13
時
30
分
〜
16

時
30
分

場
所　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内 

容　

自
己
理
解
ツ
ー
ル
の
実
施
、

グ
ル
ー
プ
討
議

模
範
と
な
る
青
少
年
を
推
薦

し
て
く
だ
さ
い

室
蘭
市
勤
労
者
共
済
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

第
4
回
就
職
セ
ミ
ナ
ー

難民の方へ衣料を送ります

受け入れる物
新品の下着、パジャ
マ、タオル、タオル
ケット、シーツ、洗
濯済みの毛布、ズボ
ン、Ｔシャツ、トレ
ーナー、セーター、
ジャンバー、コート
など

受け入れできない物
スーツ、スカート、
ワンピース、和服、
布団、ベビー服、小
物類（ネクタイ、ベ
ルト、帽子、手袋な
ど）など

　持参いただいた衣料などを、ＮＰＯ法人日本救
援医療センターを通して、難民の方に送ります。
皆さんのご協力をお願いします。
日時　11月 9 日㈰10時～14時
場 所　市民活動センター、鷲別公民館、婦人セン
ター
搬 入方法　みかん箱程度の段ボール箱に入れて持
参してください
負担金　500円（１箱）
問 い合わせ　のぼりべつ国際交流会・田中さん
 （☎88 0 7 9 7 ） 日 

時　

11
月
17
日
㈪
〜
21
日
㈮
8
時

30
分
〜
19
時
、
11
月
22
日
㈯
・
23

日
㈰
10
時
〜
17
時

内 
容　

職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
夫
や
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な
ど
、
女
性

の
人
権
に
関
す
る
悩
み
事
に
つ
い

全
国
一
斉
『
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
』
強
化
週
間
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• 

一
般
選
考

受 

付
期
間　

11
月
16
日
㈰
〜
12
月
5

日
㈮

選
考
日　

12
月
10
日
㈬

●

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

• 

普
通
課
程
（
一
般
選
考
）

受 

付
期
間　

11
月
16
日
㈰
〜
12
月
5

日
㈮

選
考
日　

12
月
10
日
㈬

• 

短
期
課
程
（
一
般
選
考
）

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈯
〜
20
日
㈭

選
考
日　

12
月
１
日
㈪

問 

い
合
わ
せ　

室
蘭
高
等
技
術
専
門

学
院
（
☎
44
3
5
2
2
）
、
北
海

道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
☎

0
1
2
5
52
2
7
7
4
）

　

も
の
づ
く
り
関
連
技
能
・
技
術
の

習
得
を
目
指
す
高
等
技
術
専
門
学
院
、

障
が
い
の
状
態
に
応
じ
て
就
労
に
必

要
な
技
能
・
技
術
の
習
得
を
目
指
す

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。

●

道
立
高
等
技
術
専
門
学
院

• 

学
校
長
推
薦
選
考
ま
た
は
学
び
直

し
若
年
者
自
己
推
薦
（
自
動
車
整

備
科
）

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈯
〜
15
日
㈯

選
考
日　

11
月
20
日
㈭

平
成
27
年
4
月
か
ら
の
訓
練

生
を
募
集
し
ま
す

　市は、商店街活性化を目的とした取り組み
『登別アーティスト イン レジデンス』の一
環として、事業の協力作家で若手チョーク
アーティストの笹

ささ

森
もり

花
はな

絵
え

さんが、市内の店舗
の壁面やガラス面に店舗側の負担なく、絵を
描く事業を行います。
　事業に関する説明会を次のとおり開催しま
すので、ぜひご参加ください。
日時　11月10日㈪14時
場所　市役所第 2会議室
持 ち物　店舗全体の写真と描画を希望する壁
面・ガラス面の写真

〈作家紹介〉絵本の世界のような作品づくりを心がけ、
お菓子、食べ物、動物、花などの絵を得意とする。現在、
札幌を拠点に活動中。

問い合わせ　商工労政Ｇ（☎85２１７１）

あなたのお店に絵を描いてもらいませんか

返還墓地の貸し付けを行います 申し込み　市民サービスグループ（☎85２１３９）

▲作品例▲笹森花絵さん

対 象　市内に住民登録があり、登別市の墓地
使用権をお持ちでない方
貸 し付け条件　 3年以内に墓碑を建立される
方
※ 墓地の貸し付けを受け、 3年を経過しても
墓碑を建立しなかった場合は、墓地使用許
可が取り消しになります。この場合、納入
された使用料や手数料は返還しません。
申 込期間　11月 5 日㈬～19日㈬（土・日曜日
を除く）
申 し込み方法　市民サービスグループ備え付
けの申込書に必要事項を記入し、提出して
ください（印鑑、住民票が必要です）
※ 申し込みは１世帯につき１区画とし、申し
込みが複数となった場合は、後日抽選を行
います。
※ 第二富浦墓地は、随時貸し付けを行ってい
ます。

墓地 造成年度 貸付
区画数

１区画当たり

面積 使用料
（うち管理清掃手数料）

亀田霊園

昭和60年 2 区画  5.0㎡ 225,000円
(25,000円)

昭和61年 3 区画  5.0㎡ 225,000円
（25,000円）

昭和61年 １区画  7.5㎡ 337,500円
（37,500円）

富浦墓地

昭和48年 3 区画  6.0㎡ 186,000円
（30,000円）

昭和50年 2 区画  6.0㎡ 186,000円
（30,000円）

昭和54年 4 区画  6.0㎡ 198,000円
（30,000円）

平成 6年 １区画  5.0㎡ 260,000円
(25,000円)

第二富浦墓地 平成15年 １区画 10.5㎡ 630,000円
(52,500円)

中登別墓地 昭和45年 2 区画 12.0㎡ 360,000円
(60,000円)
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●
応
募
で
き
る
方

市
内
に
事
業
所
を
有
し
て
い
る
事

業
者

●
対
象
と
な
る
商
品

主
な
原
材
料
が
市
内
で
生
産
ま
た

は
採
取
さ
れ
て
い
る
加
工
食
品

※ 

原
材
料
は
、
市
内
で
生
産
ま
た
は

採
取
で
き
な
い
も
の
に
限
り
、
北

海
道
産
も
対
象
と
し
ま
す
。

●
応
募
で
き
る
品
数

１
事
業
者
に
つ
き
2
品
ま
で

　

『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
申
込
書
』

に
次
の
も
の
を
添
え
て
、
11
月
4
日

㈫
か
ら
12
月
26
日
㈮
の
17
時
ま
で
に
、

商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
添
付
す
る
も
の

特
産
品
調
査
票
、
商
品
サ
ン
プ
ル

（
2
個
無
償
提
供
）
、
商
品
カ
タ

ロ
グ
（
商
品
説
明
を
し
た
も
の
）

※ 

申
込
書
は
、
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ

と
登
別
商
工
会
議
所
に
備
え
付
け

の
ほ
か
、
同
協
議
会
や
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※ 

食
味
審
査
時
に
試
食
品
の
無
償
提

供
が
必
要
で
す
。

　

平
成
27
年
１
月
18
日
㈰
に
開
催
予

定
の
推
奨
審
査
会
を
経
て
、
推
奨
品

を
決
定
し
、
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

　

審
査
は
、
次
の
6
つ
の
基
準
に
基

づ
き
、
書
類
審
査
や
食
味
審
査
な
ど

に
よ
り
、
総
合
的
に
行
い
ま
す
。

●
審
査
項
目

①
素
材
、
原
材
料
の
産
地
、
②
事
業

所
の
所
在
地
、
③
商
品
の
地
域
性
、

④
商
品
の
安
全
・
信
頼
性
、
⑤
生
産

体
制
、
⑥
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
意
欲

※ 

審
査
委
員
は
、
市
民
、
生
産
者
が

組
織
す
る
組
合
な
ど
の
役
員
、
報

道
関
係
者
、
調
理
師
な
ど
20
人
程

度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

• 

同
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報

の
ぼ
り
べ
つ
、
登
別
商
工
会
議
所

会
報
な
ど
で
の
商
品
紹
介

• 

推
奨
認
定
を
受
け
た
事
業
者
で
構

成
さ
れ
る
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
の
会
』

へ
の
参
加

• 

登
別
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｐ
Ｒ
に
向
け
た

商
談
会
や
物
産
展
へ
の
参
加

• 

推
奨
品
の
生
産
・
製
造
・
販
売
状

況
な
ど
に
つ
い
て
年
１
回
の
報
告

問い合わせ
登別ブランド推進協議会
（商工労政グループ内・

☎85２１７１）

• 

推
奨
認
定
さ
れ
た
日
か
ら
3
年
を

経
過
す
る
日
の
年
度
の
3
月
31
日

ま
で
、
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
と

し
て
推
奨
認
定
マ
ー
ク
な
ど
が
使

用
可
能

• 

ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用

い
た
商
品
の
Ｐ
Ｒ

• 

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
広
告
掲
載

応
募
要
件

推
奨
品
の
決
定
方
法

推
奨
品
に
認
定
さ
れ
る
と

登別ブランド推奨審査会の審査委員を募集します

登別ブランド推奨品に応募しませんか

応
募
方
法

▶ 応募資格　市内に居住し、市内の食品加工業者と利害関係のな
い方
▶ 役割　平成27年１月18日㈰開催予定の推奨審査会において商品
説明や試食などによる審査をします
▶定員　 2人（応募者が 3人以上のときは選考）
▶ 応募方法　12月26日㈮までに商工労政グループ、登別商工会議
所備え付け、または市や同会議所ホームページに掲載の応募用
紙に必要事項を記入し、郵送またはＥメールで登別ブランド推
進協議会（〒059‒8701　中央町 6丁目11、Ｅメール：shoko@
city.noboribetsu.lg.jp）まで申し込み

　登別ブランド推進協議会は、『温泉のまち登別』のイメージ向上が期待
される高品質な地元産加工食品を『登別ブランド推奨品』として認定し、
広く宣伝することで、商品の信頼や知名度を高めるとともに、地域経済の
活性化と、まちのイメージの向上を目的に活動しています。
　こだわりを持った自慢の商品の応募をお待ちしています。
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困った!
ときには まず相談

相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ
※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 12月20日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：芝

しば

垣
がき

美
よし

男
お

さん
定員： 6人（申し込み順）

12月12日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

11月22日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

11月21日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎86 3 3 6 0 ）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

消費生活相談
随時
※ 登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センタ
ーまたは登別消
費者協会（労働
福祉センター内）

消費生活
消費生活センター
（☎85 3 4 9 1 ）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7 ）

人権相談所 月～金曜日
8時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

障がいのある方の
就労相談窓口

11月20日㈭
14時～17時

障害福祉グル
ープ 障がいのある方の就労や雇用

11月13日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2 ）

夜間・土曜
納税相談窓口

11月27日㈭・28日㈮
…17時30分～20時
11月29日㈯… 9時～
17時

税務グループ 市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5 ）

キャリアサポート
のぼりべつ

水・金曜日
8時30分～17時 職業訓練セン

ター
（青葉町） 就職活動などで抱える不安や

悩みなど
登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0 ）

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談

月～金曜日
10時～16時（予約制）

登別労働会館
（千歳町 3丁目） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

11月14日㈮・28日㈮
10時～16時

鉄南ふれあい
センター

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

譲渡・相続・贈与
の相談 随時（予約制） 室蘭税務署 譲渡所得、相続税、贈与税 室蘭税務署 個人課税部門

（☎㉒ 4 1 5 1 ）

無料調停相談会
11月13日㈭
10時～15時
※ 当日、直接会場にお越
しください。

室蘭市市民会
館

金銭トラブル、相続、家族問
題、土地建物、交通事故など
の調停手続き

室蘭調停協会
芝垣さん
（☎45 2 7 8 1 ）

27 困った！ときにはまず相談



い
き
い
き

す
く
す
く

いい

すすすす
子
育
て
いい
いい健 

康

子
育
て

す
く
す
く

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1

8
9
0

－

0
8
6
5
）

て
会
場
に
伺
い
ま
す

持 

ち
物　

上
履
き
（
子
ど
も
、
保
護

者
と
も
）

※ 

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
に
車
で
お

越
し
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 
い
合
わ
せ　

中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
81
3
7
1
5
）

対 

象　

子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
を

支
援
し
て
い
る
指
導
者
の
方

内
容　

家
計
に
関
わ
る
お
金
の
話

定
員　

15
組
（
申
し
込
み
順
）

申 

し
込
み　

11
月
27
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1

8
9
0

－

0
8
6
5
）

日 

時　

11
月
22
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

時
場
所　

亀
田
記
念
公
園

対
象　

子
育
て
中
の
方

内 

容　

た
き
火
の
お
こ
し
方
や
野
外

道
具
の
作
り
方
な
ど
、
野
外
で
の

楽
し
み
方
を
学
び
ま
す

定
員　

15
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

200
円

持
ち
物　

コ
ッ
プ

申 

し
込
み　

11
月
21
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1

8
9
0

－

0
8
6
5
）

日 
時　

11
月
22
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

時
場
所　

亀
田
記
念
公
園

対
象　

親
子

内
容　

木
の
名
札
を
作
り
ま
す

定
員　

15
組
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

１
人
100
円

持 

ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、

飲
み
物
、
帽
子
、
着
替
え

申 

し
込
み　

11
月
21
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

日
時　

11
月
14
日
㈮
10
時
〜
12
時

場
所　

夢
元
さ
ぎ
り
湯
駐
車
場

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

内 

容　

登
別
温
泉
へ
行
き
、
普
段
足

を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
所
を
散
歩
し
ま
す

定
員　

15
組
（
申
し
込
み
順
）

持 

ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、

飲
み
物
、
帽
子
、
着
替
え

申 

し
込
み　

11
月
13
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1

8
9
0

－

0
8
6
5
）

日
時　

11
月
28
日
㈮
10
時
〜
12
時

場
所　

亀
田
記
念
公
園

日
時　

11
月
8
日
㈯
14
時

場
所　

鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内 

容　

子
ど
も
の
虐
待
に
対
し
て
の

関
わ
り
を
考
え
る
、
参
加
型
の
セ

ミ
ナ
ー
で
す

問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
虐
待
相
談
室

 

（
☎
85
6
6
7
7
）

日
時
・
場
所

• 

11
月
5
日
㈬
・
鷲
別
公
民
館

• 

11
月
12
日
㈬
・
で
あ
え
ー
る
は
ま

な
す

• 

11
月
19
日
㈬
・
若
草
児
童
ク
ラ
ブ

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
。

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

内 

容　

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
、
遊
具
や
絵
本
を
持
っ

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
ど
も
虐
待
防
止
セ
ミ
ナ
ー

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

診査名・対　象 日　時 内　　容 持ち物 場所
4 カ月児健康診査

（平成26年 7 月16日～ 　　
 平成26年 8 月15日生まれ）

12月24日㈬
時間は
個別通知

診察、身体計測、栄
養相談、育児相談 母子健康手

帳、バスタ
オル、替え
オムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成26年 2 月生まれ）

12月 8 日㈪
時間は
個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹
介

1 歳 6 カ月児健康診査
（平成25年 5 月生まれ）

12月10日㈬
時間は
個別通知

診察、歯科検診、身
体計測、栄養相談、
歯科相談、育児相談、
フッ素塗布（希望者
800円）

母子健康手
帳、お子さ
んの歯ブラ
シ

3 歳児健康診査
（平成23年11月生まれ）

12月 4 日㈭
時間は
個別通知

診察、歯科検診、尿
検査、身体計測、栄
養相談、歯科相談、
育児相談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

12月18日㈭
9時20分～
10時　　　

発育・発達・育児・
栄養などの相談

母子健康手
帳

乳幼児健康相談 診査
問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）

28 すくすく子育て　いきいき健康

すくすく いきいき

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



健
　
　
康

い
き
い
き

実 

施
期
間　

11
月
１
日
㈯
〜
12
月
31

日
㈬

対
象　

⑴
65
歳
以
上
の
方

⑵ 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
（
心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
の
機
能
障
害
ま
た
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

機
能
障
害
に
限
り
ま
す
）
を
お
持

ち
の
方

※ 

接
種
時
に
身
体
障
害
者
手
帳
の
提

示
が
必
要
で
す
。

実
施
場
所

登
別
・
室
蘭
市
内
で
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し

て
い
る
医
療
機
関

申 

し
込
み　

医
療
機
関
に
直
接
申
し

込
み
く
だ
さ
い

接
種
料
金　

１
千
50
円

※
次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

① 

市
民
税
非
課
税
世
帯
や
生
活
保
護

受
給
者
世
帯
の
方

② 

登
別
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
（
建
設
国
保
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
）

③ 

登
別
市
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
方

持
ち
物

① 

の
方
：
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
、

世
帯
全
員
の
課
税
証
明
書
、
生
活

保
護
受
給
証
明
書
の
い
ず
れ
か

②
、
③
の
方
：
健
康
保
険
証

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
Ｇ

 

（
☎
85
0
1
0
0
）

日 

時　

11
月
16
日
㈰
10
時
30
分
〜
15

時
場
所　

Ｍモ

ル

エ

Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｅ
中
島

内 

容　

血
管
・
肺
年
齢
測
定
、
疑
似

尿
検
査
体
験
、
超
音
波
体
験
な
ど

問
い
合
わ
せ　

市
立
室
蘭
総
合
病
院

 

（
☎
㉕
3
4
5
5
）

高
齢
者
の
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

 

費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す

臨
床
検
査
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

• 

12
月
4
日
㈭
・
富
士
・
栄
町
・
鷲

別
各
保
育
所

• 

12
月
10
日
㈬
・
登
別
保
育
所

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
9
時
30
分
〜
11

時
。

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

持 

ち
物　

上
履
き
（
子
ど
も
、
保
護

者
と
も
）
、
着
替
え

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
81
3
7
1
5
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
認
知
症
に
な
っ

て
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
と
は
』

問
い
合
わ
せ　

高
齢
・
介
護
Ｇ

 

（
☎
85
5
7
2
0
）

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎43３５２２）

日時 診療所・住所・電話

11月 2 日㈰
9時～11時

岩倉歯科 （☎457117）
室蘭市水元町12－ 6
えばた歯科医院 （☎880809）
登別市新川町 4丁目15－10

11月 3 日㈪
9時～11時

御前水歯科クリニック （☎㉔8148）
室蘭市御前水町 2丁目 6－20

11月 9 日㈰
9時～11時

宇賀歯科医院 （☎㉒6989）
室蘭市中央町 2丁目 9－10
エルム歯科 （☎0142㉕5188）
伊達市末永町58－61

11月16日㈰
9時～11時

柴田歯科医院 （☎441022）
室蘭市中島町 1丁目24－ 7

11月23日㈰
9時～11時

高橋歯科医院 （☎558401）
室蘭市本輪西町 1丁目 6－ 8

11月24日㈪
9時～11時

岡田歯科医院 （☎446677）
室蘭市中島町 2丁目31－ 6

11月30日㈰
9時～11時

奥村歯科医院 （☎㉒2366）
室蘭市母恋北町 2丁目 4－12

日
時　

11
月
27
日
㈭
10
時
〜
12
時

場
所　

婦
人
セ
ン
タ
ー

対 

象　

2
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内 

容　

運
動
遊
び
を
通
し
て
、
親
子

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す

定
員　

35
組
（
申
し
込
み
順
）

持 

ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み

物
、
着
替
え

申 

し
込
み　

11
月
10
日
㈪
〜
14
日
㈮

に
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
80
2
7
7
2
）

日
時
・
場
所

• 

12
月
2
日
㈫
・
幌
別
東
保
育
所

日
時　

12
月
11
日
㈭
10
時
〜
12
時

場
所　

登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対 

象　

2
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

定
員　

30
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物　

飲
み
物
、
お
し
ぼ
り

申 

し
込
み　

12
月
１
日
㈪
〜
5
日
㈮

に
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
80
2
7
7
2
）

日
時
・
場
所
・
内
容

① 

11
月
11
日
㈫
10
時
〜
12
時
・
市
民

会
館
・
表
情
イ
キ
イ
キ
の
口
腔
体

操
、
イ
キ
イ
キ
美
人
の
栄
養
学

② 

11
月
11
日
㈫
10
時
〜
12
時
・
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
わ
か
く
さ
・
音

楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、
五

感
に
ア
プ
ロ
ー
チ

※ 

②
の
み
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
け
い
あ
い
（
☎
82
5
0
0
5
）

へ
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

③ 

11
月
11
日
㈫
13
時
〜
15
時
・
婦
人

セ
ン
タ
ー
・
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
の

あ
れ
こ
れ
、
認
知
症
予
防
体
操
、

日 

時　

11
月
21
日
㈮
13
時
30
分
〜
15

時
場
所　

鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内 
容　

よ
い
睡
眠
で
こ
こ
ろ
と
か
ら

だ
の
健
康
を

申
し
込
み　

三
愛
病
院

 
（
☎
83
１
１
１
１
）

ミ
ニ
ミ
ニ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

お
餅
つ
き
体
験

介
護
の
日
の
イ
ベ
ン
ト

第
4
回
市
民
公
開
講
座

11月の歯科救急医療

29 すくすく子育て　いきいき健康

すくすく いきいき



１１
月
号

日
時　

11
月
15
日
㈯
13
時
30
分

場
所　

市
立
図
書
館

対 

象　

幼
児
〜
小
学
生
（
幼
児
は
保

護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

日
時　

11
月
29
日
㈯
15
時

日
時　

11
月
22
日
㈯
13
時
30
分

場
所　

市
立
図
書
館

対 

象　

幼
児
〜
（
幼
児
は
保
護
者
同

伴
）

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日 
時　

11
月
19
日
㈬
・
12
月
3
日
㈬

10
時
30
分

場
所　

市
立
図
書
館

対
象　

乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日
時　

12
月
6
日
㈯
13
時
30
分

場
所　

市
立
図
書
館

対 

象　

幼
児
〜
（
幼
児
は
保
護
者
同

伴
）

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日
時　

11
月
12
日
㈬
18
時

場
所　

ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

内 

容　

緑
陽
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏

定
員　

150
人
（
申
し
込
み
順
）

申 

し
込
み
方
法　

11
月
4
日
㈫
か
ら

市
民
会
館
、
各
支
所
、
ク
リ
ン
ク

ル
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
入
場
整

理
券
を
当
日
持
参

問 

い
合
わ
せ　

環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
2
9

5
8
）

日
時　

11
月
9
日
㈰
9
時
〜
12
時

場 

所　

鷲
別
町
、
美
園
町
、
若
草
町
、

幌
別
町
、
中
央
町
、
登
別
温
泉
町
、

登
別
東
町

内
容　

沿
道
の
ご
み
拾
い
、
懇
親
会

定
員　

100
人

参
加
料　

300
円

持
ち
物　

火
ば
さ
み
、
軍
手

※ 

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申 

し
込
み　

11
月
5
日
㈬
ま
で
に
の

ぼ
り
べ
つ
元
鬼
協
議
会
・
川
田
さ

ん
（
☎
85
2
2
6
8
）

　

11
月
3
日
㈪
は
祝
日
で
す
が
、
文

化
の
日
の
た
め
、
市
立
図
書
館
を
臨

時
開
館
し
ま
す
。

※
こ
ぐ
ま
号
の
運
行
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

　

市
立
図
書
館
は
、
毎
月
最
終
金
曜

日
は
、
図
書
整
理
の
た
め
休
館
し
ま

す
（
今
月
は
11
月
28
日
㈮
）
。

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日 

時　

11
月
9
日
㈰
9
時
15
分
〜
12

時
場
所　

鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内 

容　

楽
し
い
健
康
体
操
や
ゲ
ー
ム
、

昔
懐
か
し
い
昼
食
な
ど

参
加
料　

250
円

持 

ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
上
履

日
時　

11
月
7
日
㈮
12
時
30
分

場
所　

鷲
別
公
民
館

問 
い
合
わ
せ　

鷲
別
太
極
拳
・
荒
木

さ
ん
（
☎
86
4
1
9
0
）

日 

時　

11
月
10
日
㈪
13
時
〜
13
日
㈭

12
時

場
所　

市
民
会
館

内 

容　

絵
画
・
写
真
・
手
芸
品
・
工

芸
品
な
ど

※ 
出
展
を
希
望
す
る
方
は
11
月
7
日

㈮
ま
で
に
申
し
込
み
。

日 

時　

11
月
12
日
㈬
10
時
〜
12
時
30

分
場
所　

Ｊジ
ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院

内 

容　

伊
達
巻
き
、
サ
ー
モ
ン
巻
き
、

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
、
水
引
椀

定
員　

8
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　

500
円

持 

ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
、

布
巾
2
枚

申 

し
込
み　

11
月
10
日
㈪
ま
で
に
同

病
院
（
☎
80
3
2
3
5
）

場
所　

市
立
図
書
館

内 

容　

館
内
案
内
、
利
用
者
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
使
っ
た
検
索
方
法
紹
介

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申 

し
込
み　

11
月
5
日
㈬
ま
で
に
登

別
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
荒

生
さ
ん
（
☎
86
8
6
3
6
）

問 

い
合
わ
せ　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
（
☎
88
1
1
1
6
）

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

〜
え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会
〜

図
書
館
ツ
ア
ー
と

 

利
用
者
ガ
イ
ダ
ン
ス

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

〜
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
〜

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

〜
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
〜

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

〜
お
じ
さ
ん
ズ
〜

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

『
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
＆ア

ン
ド

 

ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ
』

ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
！

 

元
鬼
集
合
!!
2
0
1
4

市
立
図
書
館
臨
時
開
館
情
報

市
立
図
書
館
休
館
情
報

市
民
レ
ク
『
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
会
』

第
9
回
鷲
別
太
極
拳
表
演
会

市
民
作
品
展

簡
単
お
せ
ち
料
理
を
作
ろ
う
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日 

時　

12
月
１
日
㈪
10
時
30
分
〜
12

時
場
所　

市
民
会
館

内 

容　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・
天
然
ガ
ス
の
基

礎
知
識
に
つ
い
て

問 

い
合
わ
せ　

登
別
消
費
者
協
会

 

（
☎
85
8
3
0
7
）

　

登
別
と
き
め
き
大
学
連
携
コ
ー
ス

の
一
環
と
し
て
、
㈱
室
蘭
民
報
社
代

表
取
締
役
社
長
・
工く

藤ど
う

忞つ
と
むさ
ん
を
講

師
に
招
い
て
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
18
日
㈫
10
時

場
所　

市
民
会
館

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

登
別
と
き
め
き
大

ジ
ャ
ー
ナ
ル
ク
ラ
ブ
事
務
局
・
関

さ
ん
（
☎
86
1
2
0
2
）

日 

時　

11
月
26
日
㈬
〜
平
成
27
年
１

月
25
日
㈰
10
時
〜
16
時

場
所　

郷
土
資
料
館

内 

容　

北
海
道
・
東
北
各
地
の
ア
イ

ヌ
語
地
名
を
比
較
研
究
し
た
山
田

秀
三
の
業
績
を
紹
介
し
ま
す

入
館
料　

190
円
（
小
・
中
学
生
60
円
）

日 

時　

11
月
15
日
㈯
9
時
30
分
〜
12

時
30
分

場
所　

亀
田
記
念
公
園

対 

象　

登
別
市
・
室
蘭
市
在
住
の
小

学
生
以
下
の
方
と
そ
の
保
護
者

内 

容　

自
然
体
験
遊
び
を
通
し
た
災

害
に
つ
い
て
の
学
習

定
員　

20
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　

１
人
200
円

申 

し
込
み　

11
月
7
日
㈮
ま
で
に
登

別
室
蘭
青
年
会
議
所
・
工
藤
さ
ん

（
☎
080

－

5
5
8
1

－

8
7
4
7
）

日
時　

11
月
15
日
㈯
15
時
〜
17
時

場
所　

と
も
か
な

日
時　

11
月
18
日
㈫
18
時

場
所　

市
民
会
館

内 

容　

敗
軍
の
将
輝
く
〜
榎え

の

本も
と

武た
け

揚あ
き

の
生
き
ざ
ま
か
ら
見
え
る
も
の
〜

問 

い
合
わ
せ　

登
別
郷
土
文
化
研
究

会
・
佐
々
木
さ
ん
（
☎
85
5
2
1

3
）

日 

時　

11
月
29
日
㈯
13
時
30
分
〜
15

時
場
所　

市
民
会
館

内 

容　

英
語
講
師
に
よ
る
講
演

『
ト
ー
ゴ
共
和
国
と
室
蘭
市
、
登

別
市
に
住
ん
で
み
て
感
じ
た
こ
と
』

参
加
料　

100
円

日 

時　

11
月
20
日
㈭
13
時
30
分
〜
15

時
場
所　

し
ん
た
21

持
ち
物　

筆
記
用
具
・
上
履
き

申 
し
込
み　

11
月
14
日
㈮
ま
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
88
2

0
8
0
）

日
時　

12
月
11
日
㈭
14
時
〜
16
時

場
所　

し
ん
た
21

内 

容　

う
つ
病
を
抱
え
て
い
る
方
と

の
接
し
方
に
つ
い
て

定
員　

50
人
（
申
し
込
み
順
）

申 

し
込
み　

12
月
4
日
㈭
ま
で
に
三

愛
病
院
（
☎
83
3
5
7
2
）

日 

時　

11
月
30
日
㈰
9
時
（
8
時
45

分
ま
で
に
受
け
付
け
）

場
所　

総
合
体
育
館

内 

容　

一
般
の
部
（
男
子
・
女
子
）
、

競
技
者
の
部
（
男
子
・
女
子
）

※
１
チ
ー
ム
4
人
ま
た
は
5
人
。

参
加
料　

１
チ
ー
ム
3
千
500
円

申 

し
込
み　

11
月
4
日
㈫
〜
14
日
㈮

に
参
加
料
を
持
参
し
て
総
合
体
育

館
（
☎
85
5
5
5
2
）

問
い
合
わ
せ　

安
達
さ
ん

 

（
☎
85
7
8
4
5
）

問
い
合
わ
せ　

郷
土
資
料
館

 

（
☎
88
1
3
3
9
）

対
象　

男
性

内 

容　

夕
食
の
お
か
ず
を
１
品
と
酒

の
さ
か
な
を
つ
く
り
ま
す

定
員　

6
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　

１
千
500
円

申 

し
込
み　

11
月
13
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
7
1
3
3
）

第
5
回
く
ら
し
の
安
全
・

 

安
心
セ
ミ
ナ
ー

『
ニ
ュ
ー
ス
の
深
読
み

 

学
習
塾
2
0
1
4
』

郷
土
資
料
館
特
別
展

『
山や

ま

田だ

秀ひ
で

三ぞ
う

と
ア
イ
ヌ
語
地
名
』

登
別
室
蘭
愛
着
育
み
事
業

男
の
料
理
教
室

郷
土
史
の
夕
べ

プ
ラ
タ
ナ
ス
講
演
会

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
座

市
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

『2015年の私へ』
原稿をお寄せください

　市民の皆さんのまちづくりへの思いや

身の回りの出来事について感じたこと、

新年を迎える自分への激励などを募集し

ます。

　寄せられた原稿は、広報のぼりべつ平

成27年１月号の特集で紹介します。

▶対象　小学生以上の方

▶内容　任意の様式で400字程度

▶ 投稿方法　封書またははがき、ファク

ス、Ｅメールのいずれかに住所・氏名・

年齢・電話番号を記入して投稿

※ 匿名での掲載を希望する方は『匿名希

望』と明記してください。

▶ 締め切り　11月28日（金）（必着）

▶ 投稿先　企画調整グループ（〒059-

8701　中央町６丁目11・☎85６５８６・

思85１１０８・Ｅメール：pr@city.

noboribetsu.lg.jp）

　今年度、カント・レラは11
月30日㈰に閉館します。来年
度の開館は、平成27年 4 月１
日㈬を予定しています。
問 い合わせ　社会教育グルー
プ（☎88 1 1 2 9 ）

カント・レラ
閉館のお知らせ
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市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ

日時　11月29日㈯10時～12時
対象　小学生以上の方
内容　講師による対局指導を行います
定員　20人
　（申し込み
　順）
申 し込み
　11月26日㈬
　までに市民
　活動センタ
　ー（☎83 6
 8 6 6 ）

日時　11月27日㈭19時～20時30分
内容　撮影の構図とコツ
持ち物　デジタルカメラ、ノート、筆記用具
定員　15人（申し込み順）
※既受講者を優先します。
参加料　500円
申 し込み　11月25日㈫までに市民活動センター
 （☎83 6 8 6 6 ）

日時　11月20日㈭13時30分～15時
内容　やさしい曲から練習します
定員　 5人（申し込み順）
持ち物　筆記用具
申 し込み　11月17日㈪までに市民活動センター
 （☎83 6 8 6 6 ）

日時　11月18日㈫ 9時～12時
内 容　バスに乗って市内を巡検し、登別の歴史を
学びます
定員　20人（申し込み順）
持ち物　ノート、筆記用具
申 し込み　11月14日㈮までに市民活動センター
 （☎83 6 8 6 6 ）

日時　11月22日㈯14時～16時
内容　江差追分のうたい方を学びます
定員　20人（申し込み順）
持ち物　筆記用具
申 し込み　11月19日㈬までに市民活動センター
 （☎83 6 8 6 6 ）

月 日　11月 5 日㈬～
10日㈪

内 容　布創作サーク
ルの展示会です

問 い合わせ　菅井さ
ん（☎85 6 8 9 5 ）

月日　11月12日㈬～14日㈮
問い合わせ　杉山さん（☎87 2 9 1 2 ）

月日　11月17日㈪～22日㈯
問い合わせ　須藤さん（☎090-6997-8256）

月日　11月17日㈪～25日㈫
内容　陶芸教室の受講者による展示会です
問い合わせ　佐藤さん（☎090-8278-7549）

日時　11月30日㈰10時～12時
内容　日本古来のゲームを楽しみます
定員　10人（申込順）
※小学生は保護者同伴。
申 し込み　11月27日㈭までに市民活動センター
 （☎83 6 8 6 6 ）

のぼりん文化講座 のぼりんナイト・カルチャー

のぼりん展示コーナー

囲碁教室

初心者向け『デジタルカメラ』教室
第 2回（全 3回開催）

大正琴無料体験教室

登別歴史散歩　第 4回（全 5回開催）
―地霊に導かれて、そこに立つ―

江差追分道場

布ごっこ会員
作品展

市内小学生児童画展
～健康生活ネットワークのぼりべつ～

『たちばな湖の伝説』―影絵の写真展―
～おはなしポケット～

のぼりん文化講座『陶芸教室』展示会

子ども将棋教室
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ふぉれすと鉱山に遊びに行こうに遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎85 2 5 6 9

月日　11月11日㈫、12月 4 日㈭
対象　18歳以上の方
内 容　ふぉれすと鉱山周辺の自然をネイチャーガ
イドがご案内します
参加料　300円
持ち物　野外で活動できる服装、飲み物、防寒着

日時　11月11日㈫10時～14時
対象　18歳以上の方
内容　木べらづくりに挑戦します
参加料　500円
持ち物　汚れてもよい服装、エプロン、軍手

日 時　11月 5 日㈬、12日㈬・19日㈬・26日㈬10時
～12時
対象　未就園児とその保護者
内 容　外遊びを中心に活動します（雨天時は屋内
で活動します）
参加料　１組300円（1人増えるごとに100円）
持ち物　野外で活動できる服装、飲み物、昼食

日時　11月30日㈰10時～12時
対象　18歳以上の方
内 容　ふぉれすと鉱山がもっと良くなるように、
利用者の皆さんから広く声をいただきます

持ち物　野外で活動できる服装

日時　12月 6 日㈯10時30分～15時
対象　子育て中の方、子育て支援に携わる方
内 容　子育てに関わる講座と森の中の子育て体験
プログラムを行います（託児あり） 

定員　50人（申し込み順）
参加料　300円（小学生以下100円）
持 ち物　体験プログラム参加の場合、野外で活動
しやすい服装・靴

申し込み　12月 5 日㈮までにふぉれすと鉱山

日時　11月22日㈯10時～12時
内 容　里山で落ち葉遊びを楽しみ、炭焼きをしま
す

定員　30人（申し込み順）
参加料　200円（小学生以下100円）
持ち物　野外で活動できる服装、飲み物、昼食
申し込み　11月21日㈮までにふぉれすと鉱山

日時　11月20日㈭10時～14時
場所　見晴公園
対象　18歳以上の方
内 容　秋の自然を楽しみながらカムイヌプリを登
ります
定員　15人（申し込み順）
参加料　800円
持 ち物　野外で活動できる服装、飲み物、昼食、
防寒着

申し込み　11月19日㈬までにふぉれすと鉱山

日時　11月13日㈭10時～12時
対 象　 4歳以上の方（小学 4年生以下は保護者同
伴）

内 容　ふぉれすと鉱山周辺の種子の調査を行い、
植物たちの知られざる戦略を学びます

参加料　100円
持ち物　野外で活動できる服装、飲み物、防寒着

ガイドウォーク

おとなの木工クラフト

森のちょこっと子育てひろば

利用者懇談会～一般編～

子育てフォーラム

里山づくりの日
落ち葉・炭焼きの日

たまにはアウトドアライフ
晩秋のんびり山登り

FKR’14　種子調査～植物の種いろいろ！
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今月の新着図書
市立図書館
☎854324

※ 市立図書館では、毎月購入している本の全リス
トを差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 申し込み・問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝

発見

ゆずります（売ります）
●ひな人形（ 7段）●パソコン●洋裁用ボディ（Ｍ）●学習机（木製）
●折り畳み式食卓テーブル（木製・茶色）●日本人形（ガラスケース
入り・高さ50㌢㍍）●日本人形（ガラスケース入り・高さ40㌢㍍）●
ジューサー●鏡台（引き出し付き・110×65×35㌢㍍）●テレビ台
（50×41×115㌢㍍）●スチール製脚立（23×47×88㌢㍍）●学生用
革靴（28㌢㍍）●布製陸上競技用靴（26.5㌢㍍）●スパイクタイヤ
（185‒70SR14・ホイール付き）●掃除機●テレビ（12型）●二槽式
洗濯機●電子ピアノ●カメラ（フラッシュ付き）●大正琴●女子用自
転車（補助輪付き・18㌅）●革靴（黒色・24.5㌢㍍・ 3足）●囲碁セ
ット●将棋セット●スピーカー（39×27×26㌢㍍）●歩くスキーセッ
ト（青・靴25㌢㍍）●ウオーキングシューズ（茶色・26.5㌢㍍）●円
筒用はしご（取り付けセット・184㌢㍍）●車のチェーン（65～13㌢
㍍）●生寿司用樽（高さ23㌢㍍・直径40㌢㍍）●生寿司用樽（高さ25
㌢㍍・直径36㌢㍍）

ゆずってください（買います）
●自在かぎ●クラシック音楽オルゴール●男子用靴（黒、21・22㌢㍍）
●男子用ワイシャツとネクタイ（身長120～130㌢㍍）●ぶら下がり健
康器●婦人用自転車（26㌅）●鉄瓶

かわうそ

おはなしばあさんと風来坊

あさの あつこ 著

川
かわ

端
ばた

　　誠
まこと

 作・絵

　太物問屋『あたご屋』の一人
娘お八重の人生は、川

かわ

獺
うそ

と名乗
る男に出逢った瞬間から一変す
る。その日から、お八重の周り
には、謎や死、災厄が忍び寄り
…。

　『かみなりばば』と呼ばれる
偏屈ばあさんの家に泊めてもら
うことになった風来坊。前は昔
話の得意な、やさしいばあさん
だったときいて…。木彫りの風
来坊の、心あたたまるお話。

◇明日は、いずこの空の下 上
うえ

橋
はし

菜
な

穂
ほ

子
こ

 著
◇ラストレター さだまさし 著
◇極

ごく

卵
らん

 仙
せん

川
かわ

　　環
たまき

 著

◇ようかいガマとの おエドでうちゅうじん よしながこうたく 作
◇ドラゴンはスーパーマン 茂

も

市
いち

久
く

美
み

子
こ

 作
◇真夜中の電話 ロバート・ウェストール 作

こ
と
し
10
月
１
日
か
ら
、
外
国

人
旅
行
者
向
け
の
消
費
税
免
税
制

度
が
改
正
さ
れ
、
食
品
な
ど
の
消

耗
品
を
含
め
た
全
て
の
品
目
が
免

税
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

海
外
か
ら
の
旅
行
者
が
増
加
す

る
登
別
温
泉
街
で
、
大
正
時
代
か

ら
『
大
黒
屋
民
芸
店
』
を
営
む
北

海
道
熊
笹
本
舗
㈲
は
、
い
ち
早
く

新
し
い
免
税
制
度
を
活
用
し
、
外

国
人
旅
行
者
に
地
場
産
品
を
積
極

的
に
売
り
込
み
ま
す
。
社
長
の
坂さ

か

井い

昭し
ょ
う

一い
ち

さ
ん
は
、
「
何
よ
り
買
い

物
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
環
境

づ
く
り
が
大
切
で
す
」
と
語
り
ま

す
。同

社
は
、
免
税
制
度
の
活
用
の

ほ
か
に
も
、
製
品
の
『
登
別
ブ
ラ

ン
ド
推
奨
品
』
へ
の
登
録
や
、

『
熊
笹
』
を
使
っ
た
食
品
や
化
粧

品
の
開
発
に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。

坂
井
さ
ん
は
大
学
時
代
な
ど
に

首
都
圏
で
の
暮
ら
し
を
経
験
し
、

外
部
の
目
で
ふ
る
さ
と
を
眺
め
た

こ
と
で
、
良
さ
が
見
過
ご
さ
れ
て

い
る
資
源
の
多
さ
に
気
付
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
地
元
で
豊
富
に
採

れ
る
熊
笹
を
使
っ
て
、
魅
力
的
な

商
品
の
開
発
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

「
地
元
の
産
品
で
お
客
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
う
の
が
使
命
で
す
。

使
命
を
全
う
し
、
楽
し
い
時
間
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
」
と
、
坂
井
さ
ん
は
熱

意
を
込
め
て
話
し
ま
す
。

【沿革】
大正 3年　大黒屋民芸店創業
平成16年　北海道熊笹本舗有限会社設立
【北海道熊笹本舗有限会社】
所 在 地　登別温泉町60番地
電話番号　84３３１４
事業内容　熊笹製品の製造、食品・民芸品販

売など

企業編⑲　北海道熊笹本舗㈲
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地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民サービスグループ内
☎85 2 1 3 9 　思85 7 6 7 4

小
・
中
学
校
合
同
の
津
波
避
難
訓
練

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た

41
年
間
続
く
町
内
会
運
動
会

　

登
別
市
連
合
町
内
会
主
催
の
、
『
花
い
っ
ぱ

い
推
進
運
動
』
の
『
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
』
に
は
、

市
内
13
町
内
会
と
個
人
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
15
カ
所
す
べ
て

に
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
飾
り
、
美
化
活
動
を
推

進
し
て
い
る
若
草
第
二
町
内
会
に
環
境
特
別
賞

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

11
月
上
旬
か
ら
、
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
写
真
展

を
、
市
民
会
館
や
各
支
所
な
ど
6
カ
所
で
開
催

し
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
18
年
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る

津
波
避
難
訓
練
を
今
年
も
実
施
し
、

幌
別
鉄
南
地
区
8
単
位
町
内
会
、
幌

別
東
小
学
校
、
幌
別
中
学
校
の
全
児

童
・
生
徒
約
600
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
が
自
宅
に
い
る
場
合

を
想
定
し
た
訓
練
で
は
、
中
学
生
が

リ
ヤ
カ
ー
を
引
き
、
避
難
路
の
要
所

に
立
っ
て
、
参
加
者
を
避
難
場
所
の

幌
別
中
学
校
ま
で
誘
導
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
　
　

〈
町
内
会
部
門
〉

最
優
秀
賞　
　

幌
別
鉄
南
第
7
町
内
会

優 

秀
賞　
　
　

幌
別
鉄
南
第
6
町
内
会

　
　
　
　
　
　

幌
別
第
二
町
内
会

　
　
　
　
　
　

は
ま
わ
し
町
内
会

　
　
　
　
　
　

汐
平
町
内
会

　
　
　
　
　
　

新
生
町
内
会

　
　
　
　
　
　

若
草
町
内
会

優 

良
賞　
　
　

鷲
別
2
丁
目
町
内
会

　
　
　
　
　
　

は
ま
な
す
町
内
会

　
　
　
　
　
　

新
生
町
望
洋
町
内
会

　
　
　
　
　
　

若
緑
町
内
会

　
　
　
　
　
　

新
和
会

環
境
特
別
賞　

若
草
第
二
町
内
会

　
　
　

〈
個
人
部
門
〉

優
良
賞　
　
　

馬ば

場ば　

良よ
し

子こ

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
新
生
町
内
会
）

　

第
41
回
目
の
運
動
会
は
、
幼
児
か

ら
94
歳
の
方
ま
で
約
60
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

役
員
で
公
園
周
辺
の
草
刈
り
を
行

い
整
備
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
親

が
子
ど
も
を
お
ん
ぶ
し
て
一
緒
に
ゴ

ー
ル
す
る
『
親
子
競
走
』
や
『
紅
白

リ
レ
ー
』
な
ど
全
11
種
目
を
行
い
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
昼
食

を
兼
ね
た
懇
親
会
も
開
催
さ
れ
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会

 

会
長　

山や
ま

田だ　

正ま
さ

幸ゆ
き　

　

中
央
新
生
町
内
会

 

会
長　

今こ
ん　

　

平ひ
ら

人と　
　

▲幌別鉄南第 7町内会の花壇
　（最優秀賞）

▲ 若草第二町内会ごみステーション
の花のプランター（環境特別賞）

▲ 馬場良子さんの花のプランター
（優良賞）
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開
か

れた
議会を目指し
て

75号
発行・登別市議会／編集・議会だより編集委員会／発行日・2014.11.1

登別市議会 で 検索

　

議
会
に
お
け
る
一
般
質
問
は
、

議
員
全
員
が
定
例
会
ご
と
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
は
議

長
を
除
く
会
派
所
属
議
員
全
員

が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。
一
般

質
問
は
議
員
に
し
か
与
え
ら
れ

て
い
な
い
権
利
で
あ
る
。
政
策

論
争
に
お
け
る
大
切
な
機
会
で

あ
る
も
の
と
と
ら
え
て
お
り
、

意
義
あ
る
定
例
会
だ
っ
た
。

　

定
例
会
中
、
大
雨
特
別
警
報

に
加
え
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報

が
発
表
さ
れ
、
幸
い
大
事
に
は

至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
警
報
・

警
戒
の
中
で
の
議
会
で
あ
っ
た
。

当
会
派
か
ら
は
杉
尾
直
樹
議
員

が
「
将
来
の
消
防
力
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
、
多
種
多
様
な
災
害

に
対
応
で
き
る
消
防
力
の
強
化

を
訴
え
た
こ
と
は
こ
の
時
期
、

意
義
が
あ
っ
た
。

　

本
定
例
会
に
お
い
て
、
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
を
背

景
に
各
議
員
の
質
問
は
、
喫
緊

の
課
題
と
し
て
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
構
築
・
人
口
減
少
・

高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
影
響
・

認
知
症
対
策
・
第
6
期
介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
な
ど
、
将

来
の
登
別
市
の
重
要
な
課
題
等

を
問
題
提
起
し
た
。
今
後
の
推

移
を
見
て
い
き
た
い
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
登
別

中
学
校
及
び
市
民
プ
ー
ル
の
2

施
設
の
老
朽
化
や
経
年
劣
化
と

い
う
原
因
で
、
合
わ
せ
て
一
千

万
円
規
模
の
整
備
が
必
要
な
事

業
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た

事
態
が
別
の
施
設
で
も
起
き
て

い
な
い
の
か
、
つ
ま
り
、
組
織

内
に
お
け
る
横
断
的
な
「
横
展

開
」
が
重
要
と
思
わ
れ
る
が
、

果
た
し
て
実
行
さ
れ
る
か
今
後

も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　

市
民
生
活
に
ズ
シ
ン
と
の
し

か
か
っ
て
く
る
消
費
税
8
％
増

税
と
社
会
保
障
の
削
減
の
中
で

の
9
月
議
会
。
一
般
質
問
で
は
、

介
護
保
険
制
度
の
内
容
が
後
退

し
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、

保
護
者
の
貧
困
が
子
供
の
学
び

に
影
響
さ
せ
な
い
教
育
行
政
の

あ
り
方
等
を
指
摘
し
た
定
例
会

で
あ
っ
た
。

市議会ホームページで、本会議などの生中
継と過去の議会映像をご覧いただけます

市
民
・
前
進

市
政
ク
ラ
ブ
21

公
明
党

清　

新

日
本
共
産
党

介護、防災、人口減少などで12名が質問した!

　

本
定
例
会
で
生
活
・
福
祉
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
6
件
に
つ
い
て
、
9
月
5
日
に

資
料
要
求
の
た
め
の
委
員
会
を
開
催
し
、
9

月
12
日
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
は

① 

登
別
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
の
基
準
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

② 

登
別
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

③ 

登
別
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

④ 

登
別
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑤ 

登
別
市
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑥ 

登
別
市
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

そ
れ
ぞ
れ
質
疑
を
行
い
、
④
に
つ
い
て
は

賛
成
多
数
で
、
他
は
全
会
一
致
で
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

生活・福祉委員会（付託案件審査）

会
派
会
長　

山
口　

賢
治

幹
事
長　

工
藤
倶
二
雄

　
　
　
　
　

松
山　

哲
男　

高
橋　

正
美

　
　
　
　
　

天
神
林
美
彦　

成
田　

昭
浩

　
　
　
　
　

米
田
登
美
子　

二
瓶　

秀
幸

会
派
会
長　

沼
田　

一
夫

幹
事
長　

杉
尾　

直
樹

　
　
　
　
　

上
村　

幸
雄　

山
田　

新
一

　
　
　
　
　

佐
藤　

弘
子

会
派
会
長　

木
村　

純
一

幹
事
長　

村
井　

寿
行

　
　
　
　
　

木
村　

俊
子

会
派
会
長　

渡
辺　
　

勉

幹
事
長　

佐
々
木
久
美
子

会
派
会
長　

石
山　

正
志

　平成26年第 3回定例会が 9月 5日から 9月18日までの14日間の会期で開催され、議案19件、報告 7件、意見
書案 4件を審議し、すべて原案どおり可決しました。
　各議員の一般質問の内容は37ページから、可決した案件は41ページにそれぞれ掲載しています。
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質　

北
海
道
新
幹
線
の

開
業
・
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
好
機
と
と
ら
え

観
光
振
興
を
図
る
べ
き
。

答　

情
報
発
信
・
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
取
り
組
む
。
2
次
交
通

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
幹
線
の
座
席
数

に
比
べ
、
ス
ー
パ
ー
北
斗
な
ど
の
接
続
列
車

の
輸
送
力
が
下
回
る
こ
と
か
ら
、
函
館
か
ら

の
直
行
バ
ス
な
ど
を
検
討
す
る
。
受
入
環
境

の
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
進
む

地
獄
谷
や
大
湯
沼
、
天
然
足
湯
を
結
ぶ
遊
歩

道
の
改
修
を
進
め
る
。
ま
た
温
泉
地
区
の
緑

化
整
備
を
検
討
。
白
老
町
に
「
民
族
共
生
の

象
徴
と
な
る
空
間
」
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
白
老
町
と
の
連
携
を
図
り
一
体
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

質　

公
共
施
設
を
安
全
に
使
用
で
き
る
よ
う

管
理
を
十
分
に
行
う
べ
き
。

答　

公
園
、
墓
地
、
水
道
施
設
を
除
く
公
共

施
設
は
119
施
設
。
こ
の
う
ち
市
が
直
接
管
理

す
る
施
設
は
54
施
設
。
指
定
管
理
者
が
管
理

す
る
施
設
は
老
人
憩
の
家
や
市
民
会
館
な
ど

65
施
設
。
ま
た
公
共
施
設
の
老
朽
化
の
状
況

は
、
築
後
30
年
を
経
過
し
て
い
る
施
設
が
7

割
を
超
え
、
必
要
に
応
じ
て
補
修
を
行
い
延

命
化
を
図
っ
て
い
る
。
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

耐
震
診
断
で
基
準
値
が
大
き
く
下
回
る
が
修

繕
を
実
施
し
な
が
ら
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

て
替
え
も
視
野
に
入
れ
て
対
応
す
る
。

　

平
成
26
年
度
よ
り
、

登
別
市
防
災
資
機
材
購

入
整
備
費
補
助
事
業
実

施
要
綱
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

質
問
の
一
つ
目
と
し
て
、
そ
の
内
容
と
対
象

団
体
へ
の
周
知
方
法
を
聞
き
ま
し
た
。
改
正

内
容
と
し
て
は
当
初
配
備
し
た
防
災
資
機
材

が
15
年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
防
災
資
機
材
の
再
交
付
申
請
の
要

望
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
活
動
し
て
き
た
自
主

防
災
組
織
の
意
見
を
確
認
し
な
が
ら
、
補
助

対
象
品
目
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
当
初
の

補
助
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
た
自
主
防
災
組

織
に
対
し
て
2
回
目
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
対

象
団
体
に
口
頭
で
伝
え
た
だ
け
と
言
う
答
弁

だ
っ
た
の
で
、
公
平
性
と
い
う
観
点
よ
り
、

連
合
町
内
会
の
事
務
局
を
通
し
、
市
内
単
一

町
内
会
へ
周
知
徹
底
す
る
事
を
確
約
さ
せ
ま

し
た
。

　

質
問
の
二
つ
目
と
し
て
、
老
朽
化
し
た
登

別
温
泉
浄
水
場
を
建
て
替
え
る
と
し
た
場
合

に
は
、
登
別
温
泉
小
学
校
跡
地
を
利
活
用
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
問
い
ま
し
た
。
理
事
者

側
は
、
建
て
替
え
る
と
し
た
場
合
に
は
、
有

力
な
候
補
地
と
な
る
と
い
う
考
え
を
示
し
ま

し
た
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化

が
急
激
に
進
む
中
で
、

従
来
の
考
え
か
ら
脱
皮

し
、
人
口
等
の
予
測
な

ど
を
踏
ま
え
た
行
政
経

営
が
必
要
か
つ
重
要
な
こ
と
か
ら
、
「
人
口

減
少
・
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
影
響
と
そ
れ

に
対
応
す
る
行
政
経
営
に
つ
い
て
」
の
大
綱

１
件
に
つ
い
て
提
起
を
交
え
て
質
問
し
た
。

　

そ
の
１
項
は
、
学
校
区
に
よ
る
市
内
5
地

区
の
人
口
推
移
と
予
測
を
た
だ
し
、
各
地
区

の
高
齢
化
率
な
ど
の
把
握
・
分
析
と
そ
れ
に

よ
る
適
切
な
取
り
組
み
の
大
切
さ
を
指
摘
し

た
。
2
項
で
は
、
人
口
減
少
の
進
行
に
伴
う

影
響
と
そ
れ
に
対
す
る
行
政
経
営
を
視
点
に

①
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
限
界
も
生
じ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
に
目
を

向
け
、
会
派
視
察
先
の
佐
賀
市
の
事
例
を
紹

介
し
、
町
内
会
な
ど
各
種
団
体
へ
の
取
り
組

み②
空
き
家
の
実
態
調
査
を
し
、
空
き
家
の
撤

去
と
有
効
利
用
へ
の
対
応
と
い
っ
た
空
き
家

問
題
へ
の
取
り
組
み

③
限
ら
れ
た
行
政
職
員
や
財
源
な
ど
か
ら
、

効
率
的
な
行
政
運
営
を
視
野
に
、
「
西
い
ぶ

り
広
域
連
合
」
の
取
り
組
み
内
容
や
、
他
自

治
体
と
の
事
務
な
ど
の
共
同
処
理
の
提
起
や

地
方
自
治
法
を
根
拠
と
す
る
「
協
議
会
制

度
」
、
「
機
関
等
の
共
同
設
置
制
度
」
な
ど

に
対
す
る
考
え

を
た
だ
し
た
。

　

少
子
・
高
齢
化
の
現

代
で
は
、
お
墓
の
継
承

は
思
い
が
あ
っ
て
も
困

難
な
時
代
で
あ
る
と
認

識
し
早
急
な
対
応
が
必

要
と
感
じ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
一
般
質
問
の

答
弁
で
は
社
会
問
題
化
し
て
お
り
、
当
市
に

お
い
て
も
将
来
継
承
者
が
い
な
い
な
ど
の
問

題
が
潜
む
と
い
う
こ
と
で
、
検
討
す
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

今
回
の
答
弁
で
は
、
先
進
地
視
察
な
ど
事

例
研
究
を
開
始
し
て
い
る
こ
と
や
場
所
に
つ

い
て
も
候
補
を
挙
げ
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
つ
い
て
は
「
ま
ず
寺
院
な
ど
に
現
状
を

確
認
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
墓
地
の
現
状
に
つ
い
て
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
経
年
劣
化
の
お
墓
の
管
理
に
つ
い
て

は
個
人
の
財
産
な
の
で
、
管
理
の
要
請
な
ど

は
し
て
い
る
が
、
そ
れ
自
体
困
難
が
生
じ
た

り
、
改
善
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
苦

慮
す
る
こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ

の
ほ
か
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
い
区
画
割
を
し
た

第
3
次
の
墓
地
造
成
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

法
律
的
な
こ
と
を
含
め
た
検
討
と
、
社
会
的

弱
者
で
あ
る
方
々
が
墓
参
し
や
す
い
よ
う
な

造
成
方
法
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
要
請
し
ま
し

た
。

観
光
施
策
・
公
共
施
設
の

観
光
施
策
・
公
共
施
設
の

  

管
理
に
つ
い
て

管
理
に
つ
い
て

木　

村　

俊　

子

防
災
資
機
材
購
入
整
備
費
補
助
金

防
災
資
機
材
購
入
整
備
費
補
助
金

  

な
ど
に
つ
い
て

な
ど
に
つ
い
て

山　

口　

賢　

治

各
種
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
る

各
種
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
る

  

施
策
策
定
を

施
策
策
定
を

松　

山　

哲　

男

合
葬
墓
に
つ
い
て

合
葬
墓
に
つ
い
て

  

米　

田　

登
美
子

一 般 質 問一 般 質 問
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こ
の
夏
「
子
ど
も
の

貧
困
率
が
過
去
最
悪
で

あ
っ
た
」
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。
平
成
21
年
調

査
よ
り
、
0
・
6
％
悪

化
し
て
お
り
、
調
査
が
始
ま
っ
た
1
9
8
4

年
に
は
、
9
人
に
１
人
の
割
合
だ
っ
た
の
が
、

2
0
1
2
年
ま
で
に
6
人
に
１
人
、
35
人
学

級
で
は
、
１
ク
ラ
ス
に
5
〜
6
人
の
子
が
当

て
は
ま
る
。
ひ
と
り
親
世
帯
で
は
、
2
人
に

１
人
が
生
活
苦
の
中
、
子
ど
も
時
代
を
過
ご

し
て
い
る
。

　

市
内
の
労
働
基
本
調
査
で
は
、
非
正
規
雇

用
が
増
加
し
て
い
る
今
、
生
活
苦
か
ら
抜
け

出
せ
ず
に
い
る
親
も
多
く
、
貧
困
は
子
ど
も

の
責
任
で
は
な
く
、
社
会
全
体
で
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
と
指
摘
し
た
。

質　

子
ど
も
の
貧
困
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
、
小
中
学
校
入
学
時
に
多
額
の
お
金
が
か

か
る
。
就
学
援
助
制
度
で
支
援
さ
れ
て
い
る

が
、
支
給
が
5
月
末
と
支
払
い
実
態
と
か
け

離
れ
て
い
る
の
で
、
早
期
に
支
給
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

検
討
し
て
5
月
連
休
頃
に
支
給
し
た
い
。

　

ま
た
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
費
（
9
万

円
〜
１
万
8
千
円
）
の
実
態
を
示
し
、
こ
れ

で
は
運
動
部
に
入
り
た
く
て
も
入
れ
な
い
。

部
活
は
大
切
な
中
学
校
教
育
の
一
翼
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
費
の
よ
う
に
、
就
学
援
助
の
支
給
項
目

と
す
べ
き
と
た
だ
し
た
。

　

本
市
の
人
口
は
、

「
国
勢
調
査
」
に
よ
る

と
平
成
7
年
の
5
万
6

千
892
人
か
ら
、
平
成
17

年
の
5
万
3
千
135
人
と

10
年
間
で
3
千
757
人

（
減
少
率
6
・
6
％
）
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
7
年
か
ら
平
成
17
年
の
年
齢
区
分
別

人
口
を
み
る
と
、
「
15
歳
未
満
の
年
少
者
人

口
の
減
少
が
著
し
く
、
平
成
7
年
の
8
千
349

人
か
ら
、
平
成
17
年
の
6
千
509
人
と
10
年
間

に
１
千
840
人
（
減
少
率
22
・
0
％
） 

が
減
少
」

し
、
ま
た
「
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
、

平
成
7
年
の
9
千
149
人
か
ら
、
平
成
17
年
の

１
万
3
千
65
人
と
10
年
間
に
3
千
916
人
（
増

加
率
42
・
8
％
）
の
増
加
」
と
な
っ
て
お
り
、

本
市
で
は
人
口
の
減
少
と
と
も
に
少
子
高
齢

化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
為
に

① 

住
み
た
く
な
る
登
別
の
施
策
に
つ
い
て

② 

生
産
年
齢
人
口
を
増
や
す
施
策
に
つ
い
て

③ 

お
母
さ
ん
の
目
線
で
幼
児
・
児
童
の
教
育

や
健
康
の
推
進
を
図
り
、
さ
ら
に
は
子
育

て
を
し
な
が
ら
の
女
性
の
雇
用
の
創
出
の

施
策
に
つ
い
て

④ 

企
業
を
誘
致
し
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
施

策
に
つ
い
て

⑤ 

今
後
人
口
減
に
伴
い
市
税
が
減
収
し
、
公

債
費
率
も
悪
化
す
る
見
込
み
の
中
で
、
水

道
や
新
庁
舎
・
消
防
・
給
食
セ
ン
タ
ー
な

ど
行
政
が
推
進
す
る
大
型
公
共
投
資
へ
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

市
民
の
生
活
向
上
を
基
本
に
い
つ
ま
で
も
住

ん
で
み
た
い
登
別
市
の
各
施
策
を
た
だ
し
ま

し
た
。

　

介
護
保
険
と
医
療
提

供
を
見
直
す
「
地
域
医

療
・
介
護
総
合
確
保
法
」

が
、
今
年
6
月
に
成
立

し
た
こ
と
に
伴
い
、
来

年
4
月
か
ら
始
ま
る
本
市
の
「
第
6
期
介
護

保
険
事
業
計
画
」
や
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
の
か
た
だ
し
た
。

質　

要
支
援
１
や
2
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

答　

訪
問
介
護
や
通
所
介
護
は
保
険
給
付
か

ら
は
ず
れ
地
域
支
援
事
業
に
移
行
す
る
。

質　

要
支
援
者
が
利
用
し
て
い
る
訪
問
介
護
、

通
所
サ
ー
ビ
ス
が
今
後
、
現
在
の
内
容
・
水

準
か
ら
後
退
し
な
い
の
か
。

答　

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
が
後
退
し
な
い
よ
う

取
り
組
む
。

質　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
。

答　

緑
風
園
の
み
で
162
名
。

質　

今
後
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所

が
要
介
護
3
以
上
に
限
定
さ
れ
る
が
、
要
介

護
2
以
下
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
今
後

の
対
応
は
。

答　

自
宅
で
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
を
受
け

る
か
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
や
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等

に
入
所
す
る
こ
と
に
な
る
。

質　

利
用
者
負
担
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
。

答　

こ
れ
ま
で
一
律
１
割
と
な
っ
て
い
る
利

用
者
負
担
が
、
一
定
の
所
得
の
方
は
自
己
負

担
が
2
割
と
な
る
。

　

第
186
回
国
会
で
、
教

育
行
政
の
中
心
的
役
割

を
果
た
し
て
い
る
「
教

育
委
員
会
制
度
」
を
大

き
く
変
え
る
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
改

正
案
が
提
出
さ
れ
、
両
院
で
可
決
・
成
立
し
、

平
成
27
年
4
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
教
育
委
員
会
の
運
営
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
懸
念
や
課
題
を
含

め
何
点
か
質
問
し
ま
し
た
。

質　

来
年
度
以
降
の
教
育
委
員
会
の
運
営
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

教
育
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
も
日
常
的

に
市
長
部
局
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
教
育
行

政
を
推
進
し
て
き
た
。
法
改
正
で
は
、
迅
速

な
危
機
管
理
体
制
の
構
築
や
責
任
体
制
の
明

確
化
、
首
長
と
の
連
携
強
化
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
執
行
機
関
と
し
て
の
教
育
委
員

会
の
政
治
的
中
立
性
の
確
保
や
研
修
の
充
実

な
ど
に
よ
る
事
務
局
職
員
の
資
質
向
上
を
含

め
て
、
教
育
委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
役
割
を

十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
努
め
る
。

　

以
上
の
通
り
、
今
回
は
法
改
正
で
、
首
長

に
よ
る
新
教
育
長
の
任
命
・
罷
免
権
の
確
立

や
「
総
合
教
育
会
議
」
の
主
宰
な
ど
、
教
育

へ
の
首
長
の
大
幅
な
関
与
拡
大
と
な
っ
た
た

め
、
政
治
的
中
立
性
確
保
の
視
点
か
ら
質
問

し
ま
し
た
。

親
の
貧
困
が
子
ど
も
の
学
び
に

親
の
貧
困
が
子
ど
も
の
学
び
に

  

影
響
せ
ぬ
よ
う
に

影
響
せ
ぬ
よ
う
に

渡　

辺　
　
　

勉

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

  

施
策
に
つ
い
て

施
策
に
つ
い
て

工　

藤　

倶
二
雄

介
護
保
険
に
つ
い
て

介
護
保
険
に
つ
い
て

  

佐
々
木　

久
美
子

来
年
度
以
降
の

来
年
度
以
降
の

  

教
育
委
員
会
の
運
営
は

教
育
委
員
会
の
運
営
は

高　

橋　

正　

美
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今
回
の
質
問
は
大
綱

2
件
「
将
来
の
消
防
力

の
あ
り
方
」
と
「
放
課

後
の
学
童
保
育
」
に
つ

い
て
、
市
と
し
て
国
の

取
り
決
め
へ
の
対
応
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

た
だ
し
ま
し
た
。

　

消
防
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
大
き
く

3
つ
の
観
点
か
ら
質
問
や
提
案
を
し
ま
し
た
。

① 

全
体
の
消
防
力
の
あ
り
方
と
し
て
、
現
況

の
活
動
範
囲
や
特
性
を
示
し
、
今
後
の
本

庁
舎
建
て
替
え
に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。

② 

登
別
支
署
と
登
別
温
泉
支
署
の
統
合
に
つ

い
て
経
緯
な
ど
を
聞
き
、
機
能
充
実
や
住

民
理
解
を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
建
設
構
想

の
策
定
時
期
に
つ
い
て
は
平
成
27
年
度
中

に
、
利
用
開
始
は
平
成
31
年
か
ら
32
年
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

③ 

消
防
団
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
か
ら
手
当
や
装
備
品
な
ど
を
充
実

し
、
活
動
内
容
も
広
げ
る
と
の
答
弁
を
頂

き
ま
し
た
。

　

放
課
後
の
学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、
国
か

ら
出
さ
れ
た
「
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
」

へ
の
対
応
に
つ
い
て
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
「
児
童
館
」
の
連

携
と
拡
充
の
方
針
を
た
だ
し
、
「
女
性
が
輝

く
社
会
」
や
「
全
て
の
児
童
の
安
全
・
安
心

な
居
場
所
づ
く
り
」
の
実
施
を
提
起
し
ま
し

た
。

質　

代
表
選
手
の
育
成

と
支
援
に
つ
い
て
の
現

状
と
今
後
の
展
望
は
。

答　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、

地
元
選
手
が
活
躍
す
る
こ
と
は
地
域
の
活
性

化
は
も
と
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
目

標
と
な
り
、
夢
と
感
動
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
全
国
、

全
道
大
会
へ
の
出
場
を
支
援
す
る
助
成
制
度

を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
も
一
流
選
手
を
招
き
、
模
範
演
技
や

実
技
指
導
、
講
演
会
な
ど
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

選
手
と
触
れ
合
え
る
機
会
の
創
出
、
各
競
技

団
体
や
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
連
携
し

た
事
業
の
企
画
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
を

持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
め
る
よ
う
施
策

の
方
向
性
を
探
り
た
い
。

　

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
観
光
の
融
合
に
よ
り
、

地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
と
い
う
、
今
ま
さ

に
取
り
組
む
べ
き
施
策
で
あ
る
。
教
育
部
門

と
観
光
部
門
な
ど
の
所
管
が
ま
た
が
る
施
策

に
対
し
、
縦
割
り
的
な
体
制
や
考
え
方
で
は
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
新
た
な
発
想
が
生
ま
れ

づ
ら
く
、
調
整
や
決
定
も
で
き
に
く
い
。
庁

内
組
織
や
人
材
、
情
報
の
受
発
信
な
ど
課
題

を
精
査
し
、
国
や
他
自
治
体
の
動
向
に
注
視

し
な
が
ら
取
り
組
む
べ
き
と
提
言
し
た
。

　

8
月
20
日
に
甚
大
な

被
害
が
あ
っ
た
広
島
の

土
砂
災
害
を
教
訓
に
、

大
雨
に
よ
る
防
災
・
減

災
に
つ
い
て
、
ま
た
昨

今
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
認
知
症
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い

て
の
2
件
を
質
問
し
た
。

　

本
市
は
オ
ロ
フ
レ
山
系
に
よ
り
道
内
で
も

年
間
降
水
量
が
最
も
多
い
市
町
村
の
一
つ
で
、

こ
れ
か
ら
は
異
常
気
象
も
頻
繁
に
起
こ
る
と

想
定
し
た
対
策
が
必
要
と
の
思
い
か
ら
、
土

砂
災
害
危
険
箇
所
の
状
況
、
河
川
の
中
洲
対

策
や
水
位
情
報
の
周
知
方
法
、
下
水
道
の
雨

水
対
策
、
避
難
所
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
た

だ
し
た
。

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
は
26
箇
所
で
そ
の
区

域
内
に
は
避
難
所
も
数
箇
所
あ
る
。
登
別
温

泉
地
区
で
は
ホ
テ
ル
な
ど
の
上
階
の
方
が
安

全
な
場
合
が
あ
る
の
で
、
避
難
所
利
用
に
つ

い
て
民
間
施
設
と
の
協
議
を
進
め
て
行
く
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

認
知
症
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
今
年
4
月

名
古
屋
高
裁
で
認
知
症
患
者
の
徘
徊
に
よ
る

電
車
事
故
で
死
亡
し
た
男
性
の
遺
族
に
対
し

て
損
害
賠
償
を
命
じ
た
判
決
が
出
た
こ
と
も

あ
り
、
社
会
が
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

の
思
い
か
ら
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
の
取
り
組
み

を
た
だ
し
た
。

　

登
別
市
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
本

市
の
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
と
今
後
の
考
え
方

に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し

た
。

質　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
保
険
者

で
あ
る
市
が
地
域
の
自
主
性
や
主
体
性
に
基

づ
き
、
地
域
特
性
に
応
じ
て
作
り
上
げ
て
い

く
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
地

域
特
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
る
の
で
す
か
。

答　

2
0
2
5
年
に
向
け
て
、
札
幌
市
な
ど

の
都
市
部
と
比
較
し
、
本
市
の
75
歳
以
上
の

人
の
増
加
は
緩
や
か
な
も
の
の
、
総
体
の
人

口
は
減
少
す
る
も
の
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
町
内
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
自
主

的
な
市
民
活
動
が
、
他
市
町
村
と
比
較
し
て

も
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
地
域
の
多
様
な

担
い
手
を
活
用
し
て
、
高
齢
者
の
在
宅
生
活

の
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
地

域
特
性
で
あ
る
自
主
的
な
活
動
を
続
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

全
市
民
安
全
の
た
め
の

全
市
民
安
全
の
た
め
の

  

消
防
力
の
あ
り
方
！

消
防
力
の
あ
り
方
！

杉　

尾　

直　

樹

東
京
五
輪
開
催
を
見
据
え
た

東
京
五
輪
開
催
を
見
据
え
た

  

地
域
の
活
性
化

地
域
の
活
性
化

成　

田　

昭　

浩

大
雨
に
よ
る
減
災
と

大
雨
に
よ
る
減
災
と

  

認
知
症
高
齢
者
を
守
る

認
知
症
高
齢
者
を
守
る

二　

瓶　

秀　

幸

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

  

に
つ
い
て

に
つ
い
て

木　

村　

純　

一
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委 員 会 だ よ り委 員 会 だ よ り
　

議
長
諮
問
事
項
の
協
議
を
続
行
し
、
議

会
か
ら
の
積
極
的
な
政
策
提
案
等
に
向
け
、

議
員
・
委
員
会
・
会
派
の
取
り
組
み
フ
ロ

ー
図
の
明
示
と
、
議
員
個
々
の
提
起
を
議

会
意
思
と
し
て
確
立
す
る
「
議
員
間
の
協

議
の
場
の
設
置
要
綱
」
を
改
正
す
る
べ
く

協
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を

充
足
す
る
目
的
で
、
政
務
活
動
費
は
平
成

17
年
度
以
前
と
同
額
の
一
人
月
2
万
円
の

交
付
、
委
員
会
視
察
調
査
費
は
平
成
18
年

度
以
前
と
同
じ
毎
年
度
実
施
す
る
こ
と
で
、

各
会
派
の
調
整
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

議
会
基
本
条
例
の
理
解
と
基
本
条
例
に
基

づ
く
活
発
な
議
員
・
議
会
活
動
の
推
進
を

目
指
し
、
自
己
評
価
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
10
月
3
日
に
㈱
北
海
道
マ

リ
ン
パ
ー
ク
関
係
者
と
今
後
の
展
望
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
社
か
ら
は
須
川
支
配
人
と
木
津
総
務

部
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
須
川
支
配
人
か

ら
昨
年
度
の
入
込
客
数
が
31
万
8
千
人
を

記
録
し
、
中
で
も
台
湾
か
ら
の
入
込
が
大

き
く
伸
び
た
こ
と
や
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

タ
イ
の
入
込
も
前
年
度
を
上
回
っ
た
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
須
川
支
配
人

は
入
込
の
少
な
い
韓
国
を
含
め
た
広
い
地

域
か
ら
の
誘
客
や
道
内
客
に
リ
ピ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
も
ら
え
る
か
が
課
題
で
あ
り
、

今
後
の
展
開
と
し
て
ク
ル
ー
ズ
船
の
個
人

ツ
ア
ー
客
の
誘
客
に
力
を
入
れ
た
い
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
後
は
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

年
間
活
動
計
画
に
基
づ
き
、
7
月
19
日

に
土
曜
授
業
の
現
地
視
察
を
緑
陽
中
学
校

で
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
参
観
日
で
、
保
護
者
が
多
数
来

校
さ
れ
て
い
る
中
、
各
委
員
は
時
間
の
許

す
限
り
複
数
の
ク
ラ
ス
の
授
業
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

活
発
な
授
業
の
状
況
や
、
パ
ソ
コ
ン
を

活
用
し
た
理
解
し
や
す
い
授
業
な
ど
充
実

し
た
様
子
を
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

授
業
参
観
前
に
は
、
校
長
か
ら
土
曜
授

業
実
施
に
至
っ
た
主
旨
や
経
緯
な
ど
の
説

明
を
伺
い
、
各
委
員
が
質
問
を
し
、
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　

土
曜
授
業
は
、
今
年
度
の
成
果
や
反
省

を
踏
ま
え
次
年
度
以
降
も
実
施
と
な
る
よ

う
で
す
が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
委
員
会
と
し
て
把
握
に
努
め
ま
す
。

　

8
月
18
日
、
伊
達
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

① 

「
太
陽
の
園
」
が
平
成
24
年
に
新
施
設

を
建
設
し
た
こ
と
か
ら
、
施
設
の
概
要

や
施
設
設
備
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て

② 

伊
達
市
役
所
で
は
障
が
い
者
福
祉
政
策

に
つ
い
て

③ 

障
が
い
が
重
く
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
た
い
と
の
思
い
を
実
現
し
た

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
野
ぶ
ど
う
」
に
つ

い
て

④ 

障
が
い
の
あ
る
方
に
作
業
や
日
中
活
動

の
場
を
提
供
す
る
「
ふ
み
だ
す
」
の
就

労
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
や
在
宅
者
入

浴
支
援
事
業
「
伊
達
湯
っ
た
り
館
」
に

つ
い
て

現
地
調
査
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

　

行
政
の
支
援
に
加
え
、
住
民
の
理
解
と

就
労
の
場
を
提
供
す
る
企
業
の
理
解
が
障

が
い
の
あ
る
方
に
と
っ
て
地
域
で
暮
ら
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

観
光
・
経
済
委
員
会

総
務
・
教
育
委
員
会

生
活
・
福
祉
委
員
会

▲ケアホーム「野ぶどう」で視察を行う様子

▲緑陽中学校で土曜授業の説明を受ける様子

平
成
26
年
度
補
正
予
算
審
査

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て
、
今
ま
で
基
金

積
立
は
150
万
円
か
ら
300
万
円
だ
っ
た
が
、
今
年
１

千
万
円
と
大
幅
に
増
え
た
要
因
は
登
別
産
毛
ガ
ニ

が
好
評
と
の
事
だ
っ
た
が
、
量
が
確
保
で
き
ず
締

め
切
り
と
な
っ
た
。

　

今
後
エ
ゾ
シ
カ
肉
な
ど
の
特
産
品
メ
ニ
ュ
ー
を

増
や
す
案
や
、
人
気
特
産
品
確
保
の
策
を
た
だ
し

た
。

二　

瓶　

秀　

幸

二　

瓶　

秀　

幸

　

予
防
接
種
経
費
と
し
て
、
新
た
に
水
痘
と
成
人

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
が
追
加
さ
れ
た
。

予
防
接
種
法
で
は
、
市
町
村
が
実
施
す
る
と
規
定

さ
れ
財
政
負
担
も
大
き
い
。
伝
染
性
疾
病
の
予
防

な
ど
公
衆
衛
生
対
策
は
国
の
責
務
で
あ
り
、
そ
の

費
用
も
全
額
国
が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
。
全
国
市

長
会
な
ど
を
通
じ
強
く
訴
え
る
よ
う
促
し
た
。

石　

山　

正　

志

石　

山　

正　

志

　

耐
用
年
数
約
15
年
と
考
え
ら
れ
た
市
民
プ
ー
ル

内
の
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
の
配
管
が
、
設
置
後
10
年

で
腐
食
し
漏
水
し
た
こ
と
に
よ
る
改
修
に
つ
い
て
、

利
用
者
は
水
着
を
着
用
し
て
プ
ー
ル
を
利
用
す
る

こ
と
か
ら
安
全
を
第
一
に
、
プ
ー
ル
の
長
寿
命
化

や
早
期
修
理
で
経
費
節
約
を
図
る
た
め
日
常
的
な

点
検
を
き
ち
ん
と
行
う
べ
き
と
た
だ
し
た
。

渡　

辺　
　
　

勉

渡　

辺　
　
　

勉

質　

自
動
車
関
連
人
材
育
成
事
業
で
緊
急
の
雇
用

創
出
見
込
み
が
2
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
方
の
雇
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

自
動
車
整
備
業
務
に
１
名
、
受
付
な
ど
の
業

務
に
１
名
だ
が
、
未
経
験
者
で
あ
っ
て
も
若
く
て

意
欲
の
あ
る
方
や
女
性
の
方
の
採
用
も
積
極
的
に

行
い
た
い
。

高　

橋　

正　

美

高　

橋　

正　

美
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主な議会活動状況（平成26年 7 月～ 9月）
日 曜日 行　　　事
７月
1 火 総務・教育委員会
2 水 議会運営委員会
4 金 平成26年第 4回登別市議会臨時会
8 火 市民・前進会派視察（11日まで）
12 土 公明党会派視察（15日まで）
14 月 市政クラブ21会派視察（17日まで）
18 金 議会運営委員会
19 土 総務・教育委員会
28 月 議会運営委員会
８月
5 火 生活・福祉委員会
12 火 議会運営委員会
18 月 生活・福祉委員会行政視察
20 水 清新会派視察研修
22 金 生活・福祉委員会

25 月 議会運営委員会
観光・経済委員会

28 木 平成26年第 3回定例会議案説明
正副委員長会議

９月
1 月 議会運営委員会
4 木 議会運営委員会

5 金

平成26年第 3回定例会本会議「諸報告、議案提案
説明、委員会付託又は省略」
予算・決算委員会（補正予算審査・決算審査）
生活・福祉委員会

8 月 本会議「一般質問」

9 火 本会議「一般質問」
観光・経済委員会

10 水 本会議「一般質問」
議会運営委員会

11 木 本会議「一般質問」
予算・決算委員会（補正予算審査）

12 金 生活・福祉委員会

16 火 予算・決算委員会（補正予算審査・決算審査）
議会だより編集委員会

17 水 議会運営委員会
18 木 平成26年第 3回定例会本会議「諸報告、残余議案」

29 月 議会だより編集委員会
第 7回会派会長会議

平成26年第 3回定例会で可決した案件
【報告】
○ 専決処分について
○ 平成25年度健全化判断比率の報告について
○ 平成25年度資金不足比率の報告について
○ 予算・決算委員会の審査結果について
○ 生活・福祉委員会の審査結果について
○ 行政視察の報告について
○ 例月出納検査の結果に関する報告について
【議案】
○ 登別市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基
準に関する条例の制定について

○ 登別市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の
制定について

○ 登別市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する
条例の制定について

○ 登別市税条例の一部改正について
○ 登別市児童デイサービスセンター条例の一部改正について
○ 登別市障害者地域活動支援センター事業条例の一部改正につい
て

○ 登別市教育委員会委員（堅田裕氏）の任命について
○ 登別市固定資産評価審査委員会委員（柴山徳雄氏）の選任につ
いて

平成26年度補正予算
○ 平成26年度登別市一般会計補正予算（第 4号）について
○ 平成26年度登別市一般会計補正予算（第 5号）について
【意見書案】
○ 2015年度予算（介護）の充実・強化を求める意見書について
○ 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求め
る意見書について

○ 電気料金再値上げの撤回を求める意見書について
○ 「危険ドラッグ（脱法ハーブ）」の根絶に向けた総合的な対策
の強化を求める意見書について
【その他】
○ 予算・決算委員会の閉会中の継続審査の申し出について

第８回　議会フォーラム

議案の賛否状況議案の賛否状況（挙手採決議案のみ掲載）（挙手採決議案のみ掲載）
議　案 賛成議員 反対議員 結果

登別市税条例の　
一部改正について

石山、上村
木村（俊）、工藤
佐藤、杉尾
高橋、成田
二瓶、沼田
松山、村井
山口、米田

佐々木
渡辺 可決

次回の第 4回定例会は12月 5 日からの予定です。

※議会・常任委員会活動、会派視察などを掲載しています。

　平成26年度の議会フォーラムは、市内の高校生と専
門学校生たちから、問題提起や提案等を内容とした質
問を頂き、私たち議員が気づかないことや学生たちが
考えていることを模擬議会形式で意見交換し、今後の
まちづくりへの参考と活用に結び付けることを目的と
して開催します。
▶日時・場所　11月13日㈭　16時から
　　　　　　　登別市役所　議場
▶テーマ　『言わせて‼』
▶各学校の質問項目
　•日本工学院北海道専門学校
　　「子供の貧困について」
　•北海道登別青嶺高等学校
　　「市内バスの運行及びバス停前横断歩道について」
　　「学校の老朽化対策、主に冬期間の暖房について」
　•北海道登別明日中等教育学校
　　「少子高齢化について」
　　「市内施設について」
※ 今年度の議会フォーラムは議員と生徒・学生たちと
の意見交換の場となるため、当日来られる市民の方
はフォーラムを傍聴する形での参加となりますので、
ご了承ください。
※お申込みは不要です。直接会場にお越しください。
▶お問い合わせ　議会事務局　総務グループ

登別市議会事務局
☎85‒9220　ファクシミリ 85‒0018
メールアドレス gikai@city.noboribetsu.lg.jp
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　鞴とは、金属の精錬や加工に欠く
ことのできない火をおこし、火力を
強めるために使用する道具です。
　刀工など火を扱う職人が鞴を清め、
火の神に感謝するとともに、技能向
上や一年間の作業の安全祈願をする、
年に一度のおまつりです。
　また、黎明観刀鍛冶工房前では、
刀剣類の常設展示をしています。
▶日時　11月 9 日㈰10時～
▶場所　黎明観刀鍛冶工房
▶問い合わせ　伊達観光物産公社
 （☎ 0 1 4 2 ㉕ 5 5 6 7 ）

北の縄文パネル展 　鞴
ふいご

まつり　

　縄文文化は温暖湿潤な気候のもと
約１万年もの間自然と共生し、狩猟・
漁労・採集をしながら定住生活をし
て繁栄した新石器時代の文化です。
　胆振管内では縄文遺跡が多数発掘
されており、地域の貴重な文化資源
である縄文文化の価値や魅力を発信
します。
▶日時　11月26日㈬～12月10日㈬
▶場所　白老コミュニティセンター
▶内容　縄文文化についてなど60枚
▶ 問い合わせ　北海道胆振総合振興
局環境生活課（☎㉔ 0 7 8 0 ）

満 9歳かもけん誕生記念 科学館祭

　巨大シャボン玉や工作教室、室蘭
工業大学ロボットアリーナの特別企
画などを行います。各教室の整理券
は、当日10時から配布します。
▶日時　11月 2 日㈰10時～16時
▶場所　室蘭市青少年科学館
▶ 入館料　300円（高校生100円、中
学生以下と70歳以上は無料）
▶ プラネタリウム入場料　140円
（高校生50円、中学生以下40円、
幼児は無料）
▶ 問い合わせ　室蘭市青少年科学館
 （☎㉒ 1 0 5 8 ）

日 時　11月29日㈯・30日㈰ 9
時30分～12時30分
対象　18歳以上の方
定員　各日20人（申し込み順）
参加料　1,000円
持 ち物　エプロン、三角巾、
手拭い 2枚、
　持ち帰り容器、
　上履き
申し込み　
　11月 7 日㈮～
　20日㈭に郷土
　資料館（☎88
　 1 3 3 9 ）

日時　12月 6 日㈯10時～12時
対象　18歳以上の方
定員　20人（申し込み順）
参加料　100円
持ち物　包丁 2・ 3丁、雑巾
※ 包丁はケースに入れるか、
布に包んで
　持参。
申し込み　11
　月12日㈬～
　12月 2 日㈫
　に郷土資料
　館（☎88 1
　 3 3 9 ）

日時　12月14日㈰10時～12時
対 象　小学生以上（小学 4年
生以下は保護者同伴）

定員　30人（申し込み順）
費 用　しめ飾り１つにつき
300円

※１家族 2つ
　まで。
申し込み　11
　月19日㈬～
　12月 3 日㈬
　に郷土資料
　館（☎88１
　 3 3 9 ）

日時　平成27年１月11日㈰　13時～15時（12時から受け付け）
場所　市民会館　
対象　平成 6年 4月 2日～平成 7年 4月１日生まれの方
※対象者には12月に案内状を送付します。
※ 市外に住民票がある方もご連絡いただければ出席できますの
で、詳しくは問い合わせください。

問い合わせ　社会教育グループ
（☎88１１５４）

年越しは手打ちそばで教室

郷土資料館体験学習に参加しませんか

包丁とぎ体験 2015年しめ飾りづくり

平成27年　登別市成人祭


